


はじめに

 
この本は、テーブルトークＲＰＧのリプレイです。システムは「アルシャード」。
 
「テーブルトークＲＰＧ」及び「リプレイ」に関する説明は、ここでは省きます。
今回は６人で遊んでおり、５人がそれぞれ自分の「キャラクター」を操作し、一人が物語の進行
役（ゲームマスター、ＧＭ）を担っいます。
 
　「アルシャード」は、2002年にエンターブレインから出版された日本産のＴＲＰＧシステム
です。ファンタジー世界での冒険を扱っており、2005年に改訂版「アルシャードff」が出版されて
います。
　プレイヤーは「神々の力を受け継いだ英雄」となり、「奈落」という宇宙を蝕む負の勢力との
戦いを繰り広げます。
 
　ＴＲＰＧの中でも比較的演出色が強いシステムで、プレイヤーには「状況に応じた的確な判断
と対抗策」よりも、「その場に合う格好いい台詞とリアクション」が求められます。
　ＧＭの進め方も展開重視なところがあり、プレイヤーが何をやってもさらわれるヒロインはさ
らわれるし、つかまるシーンはつかまります。作戦内容にかかわらず突入するシーンでは突入し
ますし、成功も失敗も話の流れ優先です。
　——そんな「お約束」をある意味楽しみながら自キャラの演出に励むのが、このシステムの特
徴的なところかと。
 
　そのため、これまでのＴＲＰＧリプレイとは少々毛色が違うものになっているかと思います。
ご了承ください。
 
　今回は公式キャンペーンシナリオ「ブライトナイト」を使用しています。
　ファンタジー世界の英雄譚ですが、ロボットものの色あいが強く——はっきり言って、ガンダ
ムから採用したとしか思えないネタが満載です。
 
　では、今回のおはなしへ——。
 



登場人物紹介

 
シオン・シュタゥク

 
 
「そんなの……そんなの認めるわけにはいかない！　先に進もう！」
「一人じゃない、僕がいるよ。僕だけじゃない、みんなもいるよ！」

　男／人間／15歳　　　主人公・人型甲冑アームドギアの乗り手
　肌／黄　髪／黒　瞳／黒　身長：163cm
　シャードの形：曲玉型のイヤリング
【レベルとライフパス】
　パンツァーリッター１→２/ファイター５
　特徴　　　　：神の恩恵・美形（異性の反応がきわめてよい）
　クエスト　　：運命への反逆
【プロフィール】
　セッション開始時点ではまだクエスターになっていなかった島の少年。息子への関心の薄い発
明家の父親と、修理したヴァルキリーと住んでいた。
父の発明した『アームドギア』に乗り込み、プリムローズと協力して帝国と戦う主人公。

 
クリス

 
 
「私は戻ってきました。今後は安らかにお眠りください」
「でも確かに何か……彼とは繋がっているものがあったんです……」

　女／人間／16歳 　ヒロイン・シャードの巫女
　瞳／青　髪／金　肌／肌　身長：160cm
　シャードの形：緑の八角形、ケインに付属
【レベルとライフパス】



【レベルとライフパス】
　オラクル３→４／ホワイトメイジ１→２／ブラックマジシャン１
　特徴　　　　：美形（異性の反応がきわめてよい）
　クエスト　　：失われた記憶（出自／喪失）
【プロフィール】
　本キャンペーンのヒロイン。出自ライフパスはもちろん「神の恩寵（特徴：美人）」。記憶
を失っている。シャードの意思を形で受け取れる特殊な才能を持つ巫女。

 
レキ・ストランド

 
「彼は悪だったわけではない。道を間違えただけだ」
「奴は復讐のために死んだ。復讐は何も生まない」

　男／人間／３３歳 　復興を誓う王国の元騎士
　肌／焦茶　髪／黒　肌／肌色　身長：185cm
　シャードの形：虹色の八角柱のリング
【レベルとライフパス】
　サムライ２/ファイター３→４/ハンター１
　特徴　　　　：質実剛健（耐久力＋２）
　クエスト　　：王女の探求
【プロフィール】
　十数年前に滅びたウェストリ王国に仕えていた騎士。祖国の復興のため、反乱組織プリムロー
ズに身を投じる。行方不明の王女の行方を追っている。帝国将校“灼熱の”アインを仇と狙って
いる。

 
 
フリーデ

 
「貴方は貴方のしたことの報いをその身に受けることになるでしょう」
「このミーティアは貴方如きが動かしていいものではありません」

　女性型／ヴァルキリー／年齢不明　　戦うお手伝いさん
　肌／白　髪／銀　瞳／水色　身長：164センチ



　肌／白　髪／銀　瞳／水色　身長：164センチ
　シャードの形：水色の涙滴型
【レベルとライフパス】
　ヴァルキリー２→４／ハンター２／ホワイトメイジ１
　特徴　　　　：第六感（セッション中に１回、【知覚】判定の振り直し）
　クエスト　　：マーカスへの恩返し
　コネクション：マーカス・シュタゥク（主人）
【プロフィール】
　２年前に主人公の父親マーカスによって修理されたヴァルキリー。記憶が欠損しており、再稼
働する前のことを覚えていない。マーカスが亡くなった今はシオンを主として仕えている。

 
 
ライゼル・シューナー

「ここを任されても困りますが、行ってください」
「あなたの帰りを望んでいる人は、あなただけじゃない」

男／人間／25歳 　さすらいの行商人
肌／？　髪／？　瞳／？　身長：160cm
シャードの形：黄色の六角柱、武器に付属
【レベルとライフパス】
　エージェント１/ヴァグランツ４→５
　特徴　　　　：探索者
　クエスト　　 ：契約の執行（出自：売買）
　コネクション：パトリック・ウォン
【プロフィール】
　新しく加わったＧＭ社のエージェント。愛犬・クーちゃん（チワワ）と共に現れる。自分はな
にもしないのに周囲の状況がどんどん好転していく、という特技（？）を持つ癒し系人物。お料
理の腕は一級。

 
 



ＳＣＥＮＥ　１　シーンプレイヤー：レキ・ストランド（全員登場）

 
前回のラストで、パーティが所属するレジスタンス・プリムローズの
指導者ハンス・ウィルマーの妹で、彼女自身もレジスタンスの象徴的存在である
ソフィー・ウィルマーが、赤くて３倍の因縁の敵、“灼熱の”アインに
さらわれてしまいました。——というわけで、今回はその救出ミッション。

 
ＧＭ　　：時間軸はあの作戦の直後です。皆さんはブラングリュの会議室に集められます。今回

はハンスからの依頼という形になるので、正式な作戦ではありません。
フリーデ：じゃ、ここにはこの５人しかいないんですか？
ＧＭ　　：そういうわけではないです。部署ごとのリーダーはいますね。
フリーデ：ああ、ならブラングリュあげてのミッションなんですね。で、作戦を立てるのはレキ

？
ＧＭ　　：に、なります。
クリス　：一応、これまでの兄とのやりとりはみんなに話しているということにしておいていい

ですか。
ＧＭ　　：わかりました。ちなみにその後の報告では、アインが帝国に帰投したという情報はあ

りません。ソフィーが帝国領に連れ去られた可能性は少ないと考えるべきですね。
レキ　　：今は会議室にみんな集まっているわけですね。
ＧＭ　　：はい。また、帝国はじきに本隊がやってくるでしょう。この作戦はなるべく早めに遂

行しないといけません。
シオン　：（キャラ口調っぽく）「ソフィーは一体、どこに連れていかれたんだろう？」
フリーデ：アインの行方は追えているんですか？
ＧＭ　　：ミーティア遺跡の辺りに身を潜めたという、信憑性が薄い情報があります。
ライゼル：《事情通》（ヴァグランツLv1特技。うわさ話を仕入れてくる）で振ってもいい？
ＧＭ　　：どうぞ。あなたはエージェントなので独自の情報網を持っています。難易度９で。
ライゼル：（ころころ）低いよー。14です。
ＧＭ　　：十分じゃねえかよ。
シオン　：『そういえば聞いたことがある』……ってどこから！？（笑）
フリーデ：しかもさらわれてから間がないのに。
シオン　：きっとこの世界、２ちゃんみたいなのがあるんですよ。
フリーデ：なるほど、スレッド立っていたんですね。『ソフィーたんをヲチするスレ』とか。

（笑）
クリス　：あれか、『ソフィーたん(;´д｀)ﾊｱﾊｱ』とかいっているのか。
シオン　：この世界ダメダメです。
ライゼル：挙手をして、「こんな情報がありました。町の噂を聞いたんですけど……」と。——

どんな話が聞けるんですか？
ＧＭ　　：最近、本隊とは別の帝国軍が活動しています。彼らはミーティア近くの、バーサーカ

ーが闊歩し普通は入り込めないところに何故入り込んでいる。中心人物はウェストリ
の王位継承権を持っているらしいという話があります。

シオン　：そして私はアインから直接聞いている。アインはダーモット王子と組んでいるらしい
。

ライゼル：じゃ、行き先はひとつですね。
シオン　：ではどういう作戦でいきますか？
レキ　　：時間がないので全員で。「我々に残された時間は少ない」
ライゼル：「大変そうですねえ、皆さん」
レキ　　：「いや、ライゼル。君もだ」



レキ　　：「いや、ライゼル。君もだ」
シオン　：「ライゼルさん、ここで行かないわけにいかないでしょう」
クリス　：「エージェントのジールさんがいなくなって、残るエージェントはただ一人」
ライゼル：「エージェントは関係なくて、僕はその……補充人員？」
フリーデ：「行けない理由があるのですか、ライゼル・シューナー？」
ライゼル：「何もない……」（笑）
レキ　　：「準備ができ次第、先に向かうぞ」
ＧＭ　　：あとはグランブリュに残る人員の確認くらいです。——ライゼルさん、【知覚】チェ

ックをしてください。難易度は15。
ライゼル：（ころころ）えーとね、15です。
ＧＭ　　：ちっ、成功しやがった。会議室の扉の向こうに気配を感じます。
ライゼル：考え事をしているふりをしながら扉の前に移動し、思いきり戸を開けてみます。
ＧＭ　　：一人の少女がドカっと落ちてきますね。（笑）
シオン　：で、今まで喧噪に包まれていた会議室がシーン。
クリス　：「あ、あれ？　……ミカさん？」
ＧＭ　　：イエッサー！　「……えーっとお……何でもないよっ」と出ようとします。
ライゼル：「まあまあ、待った待った。とりあえずお茶でも飲まないか？」
クリス　：「ミカさんも一緒に来てくれるんですか？」
ＧＭ　　：「え、いいの？　行く行く！　こないだは貸し作っちゃったけどさ、今度は活躍す

るよ！　……なんでみんな静かになるの」
シオン　：「……僕、機体の整備に行くね」
フリーデ：「あ、レェーネ。管制に行くならわたしも行きます。お待ちください」
クリス　：「私もー」
レキ　　：「ライゼル君。……任せた。連れていかないのであれば説得をしてくれ」
ＧＭ　　：……というところでシーンを切ります。次のシーンは決まったね。ライゼル君、君

がシーンプレイヤーだ。（笑）
 
 



ＳＣＥＮＥ　２　シーンプレイヤー：ライゼル・シューナー

 
◇ライゼル・シューナー（エージェント１／ヴァグランツ５）
25歳・人間・男
ゼネラルマテリアル社職員。愛犬チワワのクーちゃんとともに、皆さんのお手伝いをいたします
。

 
ＧＭ　　：会議が終わった後。会議室は君とミカだけです。ミカは「私がいれば百人力よ♪」と

。
ライゼル：「ミカ・レスク。君に重要な……ものすごく重要な使命を与えよう」
ＧＭ　　：疑い深そうに「なあに？　まさか基地の護衛を手伝えとかいうんじゃないの」
ライゼル：「そんなことじゃない。護衛は手伝わなくていい。囮になるのだ。基地に残り、敵の

目を欺く。惨めに逃げ回るんだ。決して死んではいけない。どうだ、重要だろう」
ＧＭ　　：「やだ。それ囮じゃないじゃん。何の囮なのよ」
ライゼル：「……残念だ。君をクビにするしかない」
ＧＭ　　：「何であなたにクビにされなきゃならないわけ？　あなた派遣されているんでしょ、

そんな権限ないんじゃない。あなたは補充要員じゃない。私、ここ、昔からいるのよ
。少なくとも、私はあなたの先輩よ」

シオン　：可愛そう……。でもライゼル、すごい似合っている。（笑）
ライゼル：説得してみるか。《お願い》（ヴァグランツLv3特技。自分の願い事をきいてもらう

）で。（ころころ）11、「お願いします。頼むからついてこないで。我々の帰る場所
を守っていて欲しい」

ＧＭ　　：この場合は難易度20と考えてください。話にならんね。「ふうん。そんなこと言う
んだ。へー。……わかった」

ライゼル：「……先輩、口元がにやけているよ？」
ＧＭ　　：「やーだなー。じゃ、私は私なりに頑張るよ」と言って、足どりも軽やかに去ってい

きます。君はその行動に一抹の不安を覚えたと思ってくれていい。
ライゼル：……ファミリアをついていかせてみる。
クリス　：はーい！　登場判定していいですか。
ＧＭ　　：いいですよ。難易度は10くらいで。
クリス　：いくぞー、（ころころ）ぎりぎり登場！　廊下で、「あら、クーちゃんじゃない」と

抱きかかえー。（笑）
ライゼル：あれ、何だろう。急にあったかくなった。何があった……？
シオン　：妨害の方に出たか。
 
 



ＳＣＥＮＥ　３　シーンプレイヤー：シオン・シュタゥク

 
◇シオン・シュタゥク（パンツァーリッター２／ファイター５）
15歳・人間・男
本キャンペーンの主人公。父の遺作となったアームドギアに乗り込み、反帝国活動中。
今回から新装備としてＡＧカイトシールドとＡＧシールドガトリングがつきました

 
ＧＭ　　：君は、いつも通り整備をしている。
シオン　：いや、その前に。新しい装備がついたじゃないですか、それを説明しておかないとま

ずいでしょう。整備員のおじちゃん達と讃えあいをしなければ。
ＧＭ　　：わかった。——君はいつも通り整備をしようと格納庫に向かいます。すると、君のア

ームドギアに見慣れない装備が追加されていることに気づきます。
シオン　：いつものおっさん見つけて、「あれ何ですかー？」
ＧＭ　　：「これか。我々整備班の自慢の武装よ！　やらなければならないことができたらし

いじゃねえか」
シオン　：「ええ、友達を助けに行かなければいけないんです」
ＧＭ　　：「まあ、親心って奴か？　別に子供なんか俺はいねえがな、はっはっは」「おやっ

さん、それ言っちゃ寂しいよ」
シオン　：「ありがとう！」
クリス/整備班員Ａ：「友情を大事にする坊やへのちょっとしたプレゼントって奴だな」
シオン　：「これがあれば僕、もっとうまく使えるかもしれない」
ライゼル/整備班員Ｂ：「ただし坊主、換えはないからそこは注意しておけ」
ＧＭ　　：ちなみにどんな武装なんでしょうか？
シオン　：シールドにガトリング、グフカスタムのアレ（by『機動戦士ガンダム第08MS小隊』ジ

オン軍の局地専用モビルスーツMS-07B-3。3連装35mmガトリングと小型シールドを持
ちます）。これでワイヤーがほしい（グフカスタムは右腕のヒートロッドがワイヤー
型に小型化されています）

ＧＭ　　：「アームドギアでも吊せるワイヤーを腕に装備したかったんだが、さすがに時間がな
くてな」（笑）

シオン　：ぷりーず！　わいやーぷりーず！
ＧＭ　　：「さすがにこれ以上こいつらを上酷使するわけにも……」と横を見ると、何人か死ん

でいます。隣には書き文字で『かゆ うま』と書いてあります。（笑）
クリス　：そっちかー！
シオン　：「ありがとうおじさん！　リンクを確かめてみるよ」
ＧＭ　　：「俺たちからも頼む、ソフィーの嬢ちゃんを救ってやってくれ。あの子はいろいろ背

負い込みすぎだ」
シオン　：「言われてなくてもわかっています」
ＧＭ　　：「もう少し楽になってもいいんじゃないかと思うんだ。お前は彼女の初めての友達だ

ったわけだ。救ってやってくれ」
シオン　：「必ず連れ帰ってきます！」
 
 



ＳＣＥＮＥ　４　シーンプレイヤー：レキ・ストランド

 
◇レキ・ストランド（サムライ２／ファイター４／ハンター１）
33歳・人間・男
反乱組織プリムローズに身を置く戦士。10年前に滅んだウェストリ王国の元騎士。

 
レキ　　：シオンの情報やライゼルの情報等々を考えているわけですね。
シオン　：そこで一言ぼそっと言うわけですよ。『……ジールがいてくれたら』（笑）
レキ　　：それは言ってはいけない言葉なので。
クリス　：ジールは今どの辺なのかなあ。
レキ　　：ハンスに連絡を入れてみます。
ＧＭ　　：わかりました。ハンスのモニターに繋がります。
レキ　　：「これからソフィーさんの救出へと向かうことになりました」
ＧＭ　　：「そうか。……帝国側は思ったより動きが早い。すぐにでも奪還体制が整うようだ」
レキ　　：「そちらの本隊は間に合わないのですか？」
ＧＭ　　：「各地から応援を要請しているが、距離も離れている。厳しい状況になりそうだ。１

日２日ほどのズレがあるようだが……」
レキ　　：「何とかやってみせます」
ＧＭ　　：「もしソフィーの奪回に成功できなければそれでも構わない。覚悟を決めている」
レキ　　：「いや……、今ここにいるプリムローズのメンバーは、同士としてソフィーを助ける

ことに賛成しついてきてくれています。その思いだけは大事に思ってください」
ＧＭ　　：「そうか……すまない、頼む。こちらでも領土を取り返されないように手は打って

おく」
レキ　　：「こちらはソフィーさんを無事に連れて帰ってこれるよう努力します」
ＧＭ　　：「君には本当に迷惑をかけている。本来ならばウェストリ王国再興のために尽力を注

がねばならないはずなのにな」
レキ　　：……うーん……どうしようかな。「まずは帝国を叩くという第一目的があり、それか

らのウェストリの復興です。……それに、大事なものは見つかりましたので」
ＧＭ　　：「そうか……」としばらく沈黙があった後「頼んだぞ、レキ」と言います。
レキ　　：「わかりました。これから準備がありますので」
ＧＭ　　：特に何もなければシーン切りますが。
レキ　　：うーん、どうしようかなあ……。ハンスとの通信が終わったところでクリスを呼び

ます。
ＧＭ　　：じゃ、そこで１回シーンを切ります。
 
 



ＳＣＥＮＥ　５　シーンプレイヤー：クリス

 
◇クリス（オラクル４／ホワイトメイジ２／ブラックマジシャン１）
16歳・人間・女
王家の指輪を持つ記憶喪失な姫君。目指すは正当派の宮崎ヒロイン。

 
ＧＭ　　：館内放送で呼び出しくらいますね。
クリス　：ぴんぽんぱんほーんっ。
フリーデ：（アナウンス嬢っぽく）「クリスさん、クリスさん。レキさんがお待ちです。レキさ

んのお部屋にお越しください」（笑）
クリス　：じゃ、クーをだっこしながら「あらあら、ご主人様を捜そうと思っていたのに。とり

あえず一緒に行きましょうねー」
ライゼル：「クー、クー」
ＧＭ　　：レキの部屋に行くということで。レキは自動登場でいいです。
クリス　：「レキさん、お呼びですか？」
レキ　　：「忙しいところ悪いね」
クリス　：「いえいえ。特にすることも……今のところはないので……」かなしいなー。
シオン　：かなしい時ー。
フリーデ：作戦前なのにすることがない時ー。（笑）
クリス　：今のこの状態か！？
シオン　：かなしい時ー。自分より年下の女に『先輩って呼んでもらってもいいのよ』って言わ

れた時ー。（笑）
ライゼル：かなしい時ー。
シオン　：せっかく放ったファミリアがどっかの女に抱えられている時ー。（笑）
レキ　　：うーんと、……どうしようかなあ。
クリス　：じゃ、私から話を振ろう。きっかけになりそうなことを言いますよ。「ソフィーさん

と指輪、何としても取り返さないと」
レキ　　：「そのことなんだが、クリス。いや……王女」
クリス　：えっ。
シオン　：お、これはなんかヤバイ話だ！
クリス　：「レキさん、どうしたんですか？　急に」
レキ　　：「私がプリムローズに身をやつしているのは、ウェストリの再建に有利だと思ったか

らだ。——そして王女、あなたを見つけた。私は当初の目的であるウェストリの再建
に力を注ぎたいと思っている。先の戦いの時に、あなたは王女としての自覚を発揮さ
れた」

クリス　：ああ、そんなことも。おーらいおーらい。
レキ　　：「皆の前では今まで通りに振る舞いますが、これからはあなたに仕える騎士として私

を認識してください。共にウェストリの再建に力を注いで欲しいのです、王女」
クリス　：「レキさん……」……どうしよう、どう答えればいいんだ。「私もここまできた以上

、王女としての役割を放棄するわけにはいきません。でもウェストリ王国再建のため
にも、このままソフィーさんを見殺しにするような形で再建をしても何の意味もあり
ません」

レキ　　：「プリムローズは私たちウェストリにとっても大事な組織です。ソフィーの奪還には
全力を尽くしたいと思います」

クリス　：「レキさん……。私はまだまだ全ての記憶が戻ったとも言えず、王女として果たす役
割もまだ完全に見えたたというわけではありません。それでも一度決めた以上は、私
は王女として精一杯のことをやっていくつもりです」



は王女として精一杯のことをやっていくつもりです」
ＧＭ　　：ええ、記憶は完全に戻っていません。
フリーデ：『完全には戻っていない』じゃなくて『完全に戻っていない』って辺りが素敵ですね

。
クリス　：え、まじ？
シオン　：ひょっとしたらハズレかもしれない。
クリス　：こっちがエイリアス？
レキ　　：キャラ的には完全に信じていますからそこまでは言えない。
シオン　：こっちがエイリアスだったら本当に萌えキャラです。ヒロインレベルＵＰですよ。
ＧＭ　　：いや、待ってくれ！　偽物がそんなに上か。
シオン　：これでエイリアスだったら、エイリアス属性までついちゃうんですよ。
レキ　　：「その言葉、ありがとうございます。あなたに剣を捧げます」って、跪きながら剣

をこー捧げる感じで。
 
 



ＳＣＥＮＥ　６　シーンプレイヤー：フリーデ

 
◇フリーデ（ヴァルキリー４／ハンター２／ホワイトメイジ１）
ヴァルキリー・女性型・製造年不明
記憶喪失ヴァルキリー。遺跡ミーティアの制御プログラムだが、ＯＳはＭＥたんらしい

 
ＧＭ　　：レェーネは調整にかかりきりで、あなたはそのサポートみたいなことをしています。
フリーデ：はい。普通にお仕事中です。
ＧＭ　　：そうすると、レェーネが「フリーデ」とあなたに対して動揺を隠しきれずに。
フリーデ：「はい」
ＧＭ　　：「どうやらミーティアが起動準備にかかったようです」
フリーデ：「どういうことですか」
ＧＭ　　：「私にもわかりません。マスターがこちらにいるのに、何故」
フリーデ：「——レェーネ。クリスがマスターではないという確率は？」
ＧＭ　　：「0.001％です。現時点ではマスターであるクリスは間違いなく正真正銘の第一継承権

を持っている王女です」
フリーデ：……えーっとすいません、これから行く目的地とミーティアって近いんですか？
ＧＭ　　：まあ、ミーティア遺跡の周辺という話です。
フリーデ：「では、どちらにせよ遺跡に行くしかないでしょう」
ＧＭ　　：「それと同時にまたおぞましい感覚が私の中に流れてくるのです。何故でしょう」
フリーデ：「現状での推測が不可能なら現地に赴いて確認するしかありません。予定が少し早ま

りますが、できるだけ急いだ方がいいでしょう」
ＧＭ　　：「そうですね、このままではよからぬことが起きそうな感じもします」
フリーデ：「……レェーネ、予感は予感です。確認するまで何も言えませんし、それに我々に手

段がないわけではありません。プログラムでカバーしきれないことで動揺するのは無
理もないことだと思いますが、現状では対策を考える方が先決です」

ＧＭ　　：「すいません、私としてことが情報が混乱してしまったようです」
フリーデ：「わたしは他の方々にこの旨を伝えて参りますので、更に確認できたことがあればお

伝えください」
ＧＭ　　：「よろしくお願いします。更なる情報が入ったらすぐらお伝えしますし、艦の制御は

任せてください」



ＳＣＥＮＥ　７　マスターシーン

 
ＧＭ　　：漆黒の暗闇の中、ダーモットとアインが一緒に歩いています。暗闇を抜けると広い空

間に出ますね。ダーモットが口を開きます。「お前にはこれに乗って戦ってもらう」
アインがそれを見上げて「これは……！」と言います。ダーモットは「そう、これが
王の乗る機体」と言って、目の前の深紅の機体を示します。

ライゼル：サザビー？（by『機動戦士ガンダム 逆襲のシャア』ジオン系モビルスーツの集大成
MSN-04）

ＧＭ　　：「奴らが有しているガラクタとは違う。これがベースになったのだからな」
ライゼル：トールギスか！（by『新機動戦記ガンダムW』モビルスーツの原型となった機体 OZ-

00MS）
ＧＭ　　：「そう、それこそお前に——いや、あなたにふさわしいのでは？」と。アイン

が「くっ」と言いますね。「わかった。乗りこなしてみせる。そしてクリスを
必ず……！」と。アインが去っていくところを見て、ダーモットは「ふっ、失敗
作が……」と言いますね。

シオン　：……マスター。明らかにダーモットが公式と変わっているだろう。
ＧＭ　　：いや？
レキ　　：今回のダーモットはこれでいいらしいです。
フリーデ：ブライト・ナイトVer.ダーモットですね。
ＧＭ　　：それは全てが終わったあかつきに公開しますよ。



ＳＣＥＮＥ　１　シーンプレイヤー：シオン（全員登場）

 
ＧＭ　　：あなた方は、グランブリュで行けるところまできました。
シオン　：ここから隠密ですね。……でも、ここってバーサーカーがいるんちゃうの？
ＧＭ　　：の、はずなんですが。バーサーカーの姿が見あたりません。
クリス　：「何か嫌な予感がする……」
フリーデ：「ミーティア遺跡が起動しかけているという情報もあります。目指すべきは遺跡かも

しれません」
シオン　：「ミーティア遺跡に向かいますか？」
レキ　　：「動いているということは誰かしらが行っているということだ。指輪とも大きく関係

していると思う」
シオン　：バギーか何か用意して乗り込む？
ライゼル：ライゼルはどんな危険なのか知らないので「早く行こうよー」とか言っている。
ＧＭ　　：ライゼルさん、あなたはここまでの道案内をしてくれる人達を呼び寄せています。Ｇ

Ｍ社と直接連絡を取っていたということで。
ライゼル：「お願いいたします」
ＧＭ　　：まず、手を差し出します。「まずコレだろう。俺たちは慈善事業家じゃねえんだぜ」
ライゼル：……金はどこから入るんだろうな？
レキ　　：ＧＭ社が呼んだんだからＧＭが払う。で、プリムローズへの支援なのか仕事なのかは

後日折衝。
フリーデ：とりあえず仮払い扱いで支払っておいて、交際費か必要経費かを後で分類、と。
ライゼル：まずはここまでの交通費を払います。「あとは成功報酬でお願いしますね」
ＧＭ　　：「ま、いいだろう。ついてきな」と言いますね。車が用意されています。
ライゼル：……ミカいないよね？　トランクの中とか調べるよ。
ＧＭ　　：調べる？　何か動いたような気がします。（笑）
レキ　　：「ライゼル、何をしているんだ、早く行くぞ」
クリス　：「早くしてくださーい」
ライゼル：「……わかったよ」
シオン　：みんな……ひどい奴らばっかりだな。（笑）
ライゼル：「ミカはどこに行ったのかな。ちゃんと向こうに残ってますか？」
クリス　：「ミカさん？　見ませんでしたけど」
レキ　　：「残るメンバーの中には入っていたがな」
ＧＭ　　：道案内は廃墟のある行き止まりまでです。「俺たちにできることはここまでだ。奴ら

がこの廃屋の中に入っていったことまでは確認済みだ。そこから先はあんた達の領分
だな」

ライゼル：「任務遂行に感謝いたします。報酬は私が生き残っていたら取りに来てください」
ＧＭ　　：「いや、請求させてもらうよ、しっかりと。ＧＭ社にね」
ライゼル：そいつらは繋がりは知っているんだよね。
シオン　：「あ、すいません。脱出用にバギー１台置いていってくださいね」
ＧＭ　　：「わかった」にやり、と置いていきます。廃屋に入る、でシーンを切ります。
ライゼル：お約束ということで俺もひとつ。「ミカ、ごめん。君には死んで欲しくないんだ……

」（笑）
 
 



ＳＣＥＮＥ　２　シーンプレイヤー：ライゼル・シューナー（全員登場）

 
ＧＭ　　：渡された見取り図に沿って進むと、隠し通路みたいなものが発見されます。
ライゼル：「バギーには、荷物とか積んでなかったのかな？」
シオン　：「そういうのは全部下ろしましたよ」
クリス　：「時間がありません」
ライゼル：「……そうですね」
フリーデ：どうしてそういう時だけみんな団結するの？（笑）
ライゼル：ファミリアを10ｍとか20m先に進ませて、その後に……。
ＧＭ　　：ファミリアがひどい目に遭うのでは？
シオン　：逆にチワワはバギーに置いて、バギーを見張らせるというのは？
ライゼル：あ、そっちの方が今後おいしいな。そうしよう。
ＧＭ　　：君たちはチワワを放置して中に入っていくわけですね。中に入ると、意外と広い空間

です。
フリーデ：ここはもうミーティアの中？
ＧＭ　　：ではないようです。ですが、明らかに一般の構造物じゃないです。ミーティアの中の

状態に近いですね。
フリーデ：だったらわたしが先頭に立った方がいいのかな。
シオン　：フリーデがトップ、ライゼルとクリス真ん中、レキと俺がケツ。俺飛び道具だし。
ＧＭ　　：じゃ、フリーデを前に進むわけですね。
フリーデ：何か危なそうなものがあったら、すぐに足を止めます。
ＧＭ　　：皆さん、【知覚】チェックしてもらいましょうか。目標値は14かな。
ライゼル：（ころころ）失敗。
シオン　：それはつまり俺に成功するなということだね。（ころころ）失敗。
レキ　　：（ころころ）失敗。14はきついですね。
クリス　：（ころころ）失敗。
フリーデ：（ころころ）失敗……振り直します。（ライフパスの特徴『第六感』）（ころころ）

うわ、12だ。全員失敗〜。
レキ　　：「シオン、何か今感じなかったか？」
シオン　：「何かあったような気がしますけども……」
ＧＭ　　：あなた方は感知システムにひっかかります。通路がにわかに赤く点滅しますね。
フリーデ：「感知されました！」
ＧＭ　　：前方から、見慣れた赤いムシ型が。後ろからも気配を感じます。
シオン　：これは切りひらいて進むしかないですね。
ＧＭ　　：そうすると、「きゃーっ」という声が後ろから。（笑）
ライゼル：「……レキさん、他にもいるんですか？」
レキ　　：「いや、いないはずだが」
シオン　：「そんなこと言っているヒマないですよ！　こんな時に『きゃー』なんて言う人、一

人しか思い浮かびません」（笑）
ＧＭ　　：あと『ひゃんひゃんひゃん』という声が。
ライゼル：「あの声はクー！　何故？　なんで？　ホワイ？」
レキ　　：「シオンとフリーデは前をよろしく。切りひらいて進んでくれ。俺は後ろを止めて後

から追う。ライゼル、お前も一緒に来い！」
ライゼル：来いって言われる前に行く。「クー！」
クリス　：「レキさん、ライゼルさん、気をつけて！」
レキ　　：「シオン、クリスを頼んだぞー」



レキ　　：「シオン、クリスを頼んだぞー」
シオン　：「任せてください！」
 
 



ＳＣＥＮＥ　３　シーンプレイヤー：シオン（同行者：クリス、フリーデ）

 
ＧＭ　　：前方にムシバーサーカー５匹１組が20グループいると思いねえ。
シオン　：そんな配置をされたら《なぎ払い》（ファイターLv2特技。物理攻撃を［範囲：選択］

にする）で一瞬だ。
フリーデ：そのために出したんですよね？
ＧＭ　　：問題は後ろだね。
シオン　：そういや、後ろに行った人達は《なぎ払い》なんかないよね。
レキ　　：ないっすよ。（あっさり）
 
■戦闘I　　VS ムシ型バーサーカー５匹１グループ×20グループ■

［行動順］行動値12　クリス、シオン
　行動値11　フリーデ
　行動値０　ムシ型バーサーカー

 
クリス　：《エンチャントウエホン》（ホワイトメイジ1Lv特技。物理ダメージを＋２）しましょ

うか。物理ダメージ+2。
シオン　：《なぎ払い》（ファイターLv2特技。物理攻撃を［範囲：選択］にする）＆《切り返し

》（ファイターLv4特技。命中判定の振り直し）いきまーす。（ころころ）９と10。10
ってクリティカルだ。

ＧＭ　　：うわーん。
シオン　：《猛攻》（ファイターLv1特技。ダメージに＋1D6）発動、これで3D6。（ころころ）

低いな……25の〈刺〉。範囲。
ＧＭ　　：全滅だよ。赤いものが見るも無惨にびちびちびちと。
クリス　：早っ。「シオン君、いつの間にかこんなに強くなったのね……」
シオン　：でもこれで６ＭＰはちょっと痛い。効率はいいんだけどね。
ＧＭ　　：戦闘フェイズは一発で終わりました。ですが、ムシ型バーサーカーは未だにいます。

必死に突破している状況ですね。
シオン　：「120ｍより先に近づけるものか！
クリス　：——マスター、ここで《フリッグの予知》（オラクル1Lv特技。１セッションに３回ま

でＧＭに質問できる）。抜け道ありますか。切り抜け方法教えてください。
ライゼル：隠し通路に逃げられたら僕たち追いつけないー。（笑）
ＧＭ　　：突破方法ですね。過去の記憶がフラッシュバックします。——あなたがほんの小さな

頃ですが、この通路を使って落ち延びた記憶がある。
クリス　：「はっ。この通路……見覚えがある……」
ＧＭ　　：その時に通った道はここではなく、左のブロックを押して発見した別の通路でした。

たまたまたタイミングよく、今シオンが倒したムシの影にそのブロックが見えます。
シオン　：「もう弓が使えない、ここからは剣だ！」
フリーデ：「退却経路を考えなければ……！」
クリス　：「フリーデさん、あそこのブロックを！」
フリーデ：じゃ、そこに飛びつくようにして動かします。
ＧＭ　　：そうすると、あなたの情報を確認して扉が開きます。あなたは元々ミーティアの制御

装置ですし。ラピュタのごとく穴が。
クリス　：おっけーおっけー。光がぴーっと走るんですね。
シオン　：「フリーデ、クリスとそこをお願い」
フリーデ：「はい。シオン様もお早く！」
シオン　：「でももうちょっとここを押さえないと、レキとライゼルが来ない」



シオン　：「でももうちょっとここを押さえないと、レキとライゼルが来ない」
フリーデ：「お２人は後で必ず合流なさいます。今は先に進むことをお考えください」
ライゼル：登場判定してもいいですか？
ＧＭ　　：登場判定は不可です。更に大量のムシバーサーカーが出てくるので。（笑）
シオン　：「ここで彼らを見捨てるわけには！」
フリーデ：「見捨てるわけではありません、少しはお２人のことも信用なさってください」って

、そのまま反論も聞かずにぽんと投げ込みます。（笑）
シオン　：じゃ、「行く前にここに目印を……！」
ＧＭ　　：あなた方が入っていくと扉も消えます。同時に、目印はムシバーサーカーに踏みつぶ

されて跡形もなく。（笑）
シオン　：人がせっかく床に傷つけたのに、何てことだー！
ＧＭ　　：……あ、ちなみにここでクエストを渡しましょう。忘れていたよ。シオンは『ソフィ

ーを救う』
シオン　：これは難しい。
フリーデ：でもまあ、『ソフィーの心を救う』とかじゃないからね。いいんじゃないですか。
レキ　　：体が無事であればいい。
シオン　：あんたら黒いよ……。
ＧＭ　　：フリーデは『仲間を守る』
フリーデ：はい。
ＧＭ　　：クリスは……。
シオン　：『ソフィーと決着をつける？』（笑）
フリーデ：『ヒロインの座は渡さない？』（笑）
クリス　：いやいやいや。　君らちょっと、クリスという人物を誤解しているよ。
ＧＭ　　：クリスは『レキとの誓いを守る』。ついでにレキとライゼルにも渡します。ライゼル

は『ミカを守る』。レキは『クリスを守る』。
 
 



ＳＣＥＮＥ　４　シーンプレイヤー：レキ・ストランド（同行者：ライゼル）

 
ＧＭ　　：レキとライゼルは後方に向かいますね。
レキ　　：戦闘態勢を整えつつ走っていきまーす。
ライゼル：「えーと、キャノンってどう使うんだったっけ」
レキ　　：「誰だ！？」と、わかりきっていながらも言っておきましょう。
ＧＭ　　：見知った少女が犬を抱えてきゃーきゃーわめいています。「うわあ何この赤いムシ、

気持ち悪うい！」
ライゼル：（プレイ中に描かれた挿絵を見せつつ）こんな感じです。
ＧＭ　　：必死で逃げまどっていますが、今にも襲われそうです。ミカにエンゲージしているの

はムシバーサーカーが１体です。更に10ｍくらい離れたところに、他のムシバーサ
ーカーがみちみちといます。

レキ　　：俺が今回《ファミリア・アタック》（ヴァグランツLv4特技。ファミリアを武器として
行使する）を取っていれば、獰猛なチワワが噛みついたのに。

クリス　：……獰猛でもチワワは役に立たないような気がするなあ。
ライゼル：バーサーカーの足を止めるために射程距離外からのキャノンを撃ちます。「ミカ、早

くこっちに走れ！」
 
■戦闘II　　VS ムシ型バーサーカー１匹■

［行動順］行動値12　レキ
　行動値６　ライゼル・シューナー
　行動値０　ムシ型バーサーカー１匹

 
レキ　　：ミカに近づいてるムシバーサーカーに斬りかかります。斬りながら「ミカ、逃げろ！

」と。命中は（ころころ）クリティカル。
ＧＭ　　：回避の余地なし。一応振るけど（ころころ）やっぱり余地なし。
レキ　　：《両手持ち》（サムライ2Lv特技。武器の攻撃力＋３）で2D6いきまーす。（ころ

ころ）21といって〈斬〉ります。
ＧＭ　　：ムシバーサーカーは一刀両断されます。
クリス　：かっこいいのう。
ライゼル：ミカの手をひっ掴んで「さあ先輩。こっちへ」
ＧＭ　　：ミカは涙目になりながら「うん」と一緒に逃げます。同時に、周囲のムシバーサーカ

ーがあなた方めがけて襲いかかってきます。
ライゼル：くんな！　こいつらに幻術とかきかないしな、《お願い》（ヴァグランツLv3特技。自

分の願い事をきいてもらう）しても効かないしなー。
ＧＭ　　：効かねえなあ。
ライゼル：くそー、このデジタル野郎共が。感情というものを持て！
ＧＭ　　：逃げるのであれば【体力】で判定してもらいます。レキは７で、ライゼルは１匹と１

人を連れているので11で判定してください。
レキ　　：（ころころ）成功でーす。
ライゼル：（ころころ）10でした。
ＧＭ　　：10ですか。目標値は11です。
ライゼル：あの、チワワには自分で走ってもらいます。
ＧＭ　　：なるほど。じゃ、10でよろしいでしょう。
クリス　：あれか、背中の服がちょっとひっかかってビリッ、って感じか。
ライゼル：「ああっ、僕の帽子がー！」
ＧＭ　　：何とか追尾はなくなりました。ですが必死で逃げていきますと、目の前にも赤い群れ



ＧＭ　　：何とか追尾はなくなりました。ですが必死で逃げていきますと、目の前にも赤い群れ
がいっぱいいます。しかもシオン達の姿が見あたらない。（笑）

シオン　：やばい、奴らの目が攻撃色に変わっている。（by『風の谷のナウシカ』オーム）
クリス　：ここは腐海ですか。
ＧＭ　　：傍らには大量に廃棄された矢が。
レキ　　：「シオン達の姿がない。も……もしかして！」
ライゼル：「いや、そんなことはない。きっとどこかに……」
ＧＭ　　：ムシバーサーカーは襲いかかってきます。あなた方には【幸運】チェックをしてもら

いましょう。
フリーデ：２人とも墓碑銘を考えておいてくださいね。（笑）
ライゼル：（挿絵を見せつつ）そういうこと言うと、コレが本当に白黒写真に見えてくるよ。（

ころころ）13。
レキ　　：（ころころ）14。
ＧＭ　　：とある場所に、ボタンくらいの小さなくぼみがあるのがわかります。
レキ　　：それが気になるわけですね？　「ライゼル、ちょっと待て」と言って、押してみよう

。
ＧＭ　　：あと、この場合【理知】かなあ——15以上で。
レキ　　：15以上？　無理だちょっと……（ころころ）無理でーす。
ライゼル：（ころころ）８。……あ、ちょっと待った。今のなしで《声援》（ヴァグランツLv5

特技。対象の判定の達成値を+1D6）を使いたい。
シオン　：ここは《声援》使うべきだったね。でも振っちゃったからダメー。
ＧＭ　　：一緒に調べていたミカが「これ、ひょっとして隠し通路のボタンなんじゃない？」

って、ぽちっと押しますね。
シオン　：ぎゃー、何も考えてねえー！
ＧＭ　　：あなた方の足元にぽっかりと穴があき、３人とも落ちていきます。
レキ　　：「ミカ！　変なところを押す……うわああああっ」（笑）
ライゼル：ひゅー〜。落ちていく私〜。
 
 



ＳＣＥＮＥ　５　シーンプレイヤー：ライゼル・シューナー（同行者：レキ）

 
ＧＭ　　：まずライゼルが最初に落ちます。その上にミカが落ちてきます。
ライゼル：どす。うげっ。
クリス　：おお、王道だね。
ＧＭ　　：レキさん、【反射】で10以上振ってください。
レキ　　：俺は着地するよ！　（ころころ）ちょうど10です。
ＧＭ　　：よかったですね、ミカもライゼルもかわして着地することができました。
クリス　：ライゼルのちょうど頭の辺りに足ががーんとつくんですか。
レキ　　：で、何事もなかったかのように「ライゼル、大丈夫か？」（笑）
ライゼル：それにはファミリアが答えます。「キャンキャンキャン〜。クーン」
ＧＭ　　：ミカが「いった〜。どこまで落とされたのかなあ」と下を見ると、ライゼルが踏み台

になっています。しかしさすがは補給部隊とはいえエージェント。致命打には至って
いません。

フリーデ：それで致命打になったら嫌すぎます。
ライゼル：額に肉球の跡がついています。
ＧＭ　　：一応、それなりにばつの悪そうな顔をして「ライゼル……大丈夫？」
ライゼル：「……はっ。みんなは無事か！？」
シオン　：くっそう、バラエティ班はこっちだったか。なんで俺こっちに行かなかったんだろう

。
レキ　　：俺はそういうキャラじゃないんだけど……。
ＧＭ　　：周りを見回しますが、あなた達以外は見あたりませんね。ここは地下通路と呼ぶには

みすぼらしく、むしろ下水道といった雰囲気です。
レキ　　：「ここを進んでみよう。こうしていてもしょうがない。シオン達と合流することを考

えよう」
ライゼル：今の我々の状況は？
ＧＭ　　：前と後ろに排水溝が流れています。落ちた感覚からすれば、前に進むしかないだろ

うと。
レキ　　：「——ミカ、後で説教だ」
ＧＭ　　：「うっ」
ライゼル：「後で、何故ここにいるのかを聞きましょう」
ＧＭ　　：「ほら、だってさ、私がいないと……」
レキ　　：「その話は無事に出てからしよう」
ＧＭ　　：「はあい。わかったよ、レキ」と言いながら、トボトボと歩いていきます。
ライゼル：お、俺には何もないの？　あれ？　あれ？
ＧＭ　　：最後に、ライゼルに向かって言いますね。「早く来なよライゼル。迷子になっちゃ

うよー」
レキ　　：「ライゼル。後輩として先輩の面倒はちゃんと見るように」
ライゼル：……。
 
 



ＳＣＥＮＥ　６　シーンプレイヤー：シオン（同行者：クリス、フリーデ）

 
シオン　：また俺？
ＧＭ　　：どっちかというとそういう形に……。間違ってもフリーデがシーンプレイヤーになる

ことはないでしょうし。残念ながら。
フリーデ：いえいえ。嬉しゅうございます。
シオン　：入った以上はしょうがないから、先に進むしかない。「レキさん達はきっときてくれ

るよね」
フリーデ：「はい」
シオン　：「クリス、ここがわかったということは、何か思い出したの？」
クリス　：「私、ここに来たことがあるかもしれないの。さっきムシに追われている時に、同じ

ような経験があったことを思い出したの……」
シオン　：「そうか。よかったね、クリス。少しずつでも記憶が戻って」
クリス　：「でも、思い出すのが怖いような気もするの」
シオン　：「大丈夫だよ」——とか言っときゃいいんですね。（笑）
レキ　　：『ときゃいい』って……。
ＧＭ　　：そうやって歩を進めています。全員【知覚】振ってもらえますか。
クリス　：（ころころ）お、クリット！　あれですよ、記憶が戻りつつあるんですよ。
ＧＭ　　：この通路は薄暗いので視界が困難だったんですが、目が慣れてくると何かの残骸らし

きものが横たわっています。
クリス　：「これは一体……」明かりつけて大丈夫ですよね。《ムーンライト》（ホワイトメイ

ジ1Lv特技。周囲を明かりで照らす）いきまーす。
シオン　：すげー、神秘的なヒロインっぽい。
ＧＭ　　：周囲が明るくなります。上位クラスの騎士っぽい、白骨化した死骸が。
シオン　：死骸ってゆーな。死体死体。
クリス　：「これは……ウェストリ王国の？」
シオン　：「ここにいるっていうことはそうなんじゃないかな。でも、ずいぶんと立派な甲冑

だね」
ＧＭ　　：クリスとフリーデにはわかります。ウェストリ親衛騎士団の鎧であることが。
クリス　：「フリーデさん、これは……」
フリーデ：「はい。ウェストリ親衛騎士団の鎧ですね。何年か前にここで命を落としたようです

」
クリス　：「ひょっとして……私の記憶に残っているあの時の？」
ＧＭ　　：周囲には死体が転々とあります。ここで何かの攻防があったようです。みんな親衛隊

みたいですね。クリスの脳裏に少しだけ記憶が蘇ります。逃げている時『姫を頼ん
だぞ』と言って、果敢に戦いながらも倒れていく人達が。

シオン/親衛隊員Ａ：『ここは私にお任せください！』
フリーデ/親衛隊員Ｂ：『ウェストリに栄光あれーっ』
シオン/親衛隊員Ａ：『妻と子に、私は勇敢に戦ったとお伝えください……！』
ＧＭ　　：その中にマーカスと見慣れない女性親衛騎士が。面差しが誰かに似ています。
シオン/親衛隊員Ａ：『マーカスと　　　は早く逃げろ！　生まれてくる　　　のために！』（笑

）
ＧＭ　　：生まれてくる子供というよりは、年齢的に近いので幼子を抱えていると考えた方がい

いでしょう。
シオン/親衛隊員Ａ：『マーカスと　　　は逃げろ！　その子を、その子を！』
フリーデ：「クリス、どうかしましたか？」



フリーデ：「クリス、どうかしましたか？」
クリス　：「この人達は……私を守るために……」と涙をぽろっと。「皆さん、ありがとうござ

います。私は戻ってきました。今後は安らかにお眠りください」
シオン　：『私は戻ってきたーっ』（by『機動戦士ガンダム0083』アナベル・ガトー。元ネタ

は「帰ってきた」）
フリーデ：違う違う、ここソロモンじゃないから。
ＧＭ　　：そんなあなたに【知覚】チェックをもう一度。判定はそうですね、９くらいかな。
シオン　：これでしくじった日にはアナタ。
クリス　：言うな、おるァ！（ころころ）おっけーー！
ライゼル：今日は奇跡が起きているよー。
クリス　：いや、これが普段ですから。
シオン　：今、すっげー図々しいこと言いやがった。
ＧＭ　　：クリスが騎士の亡骸に手を沿えようとした瞬間、白骨化した死体が鎧ごと動き出し

ます。
フリーデ：とっさに前に出てかばおうとします。
シオン　：「フリーデ、大丈夫。嫌な雰囲気じゃないよ」
ＧＭ　　：いえ、嫌な雰囲気です。真っ黒い雰囲気です。言うなれば奈落？
フリーデ：「この感じ……クリス、下がってください！」と言いながらも既に後ろに引っ張って

。
ＧＭ　　：白骨化した騎士の剣の切っ先がクリスに向かいます。《カバーリング》（ハンターLv1

特技。他人をかばう）するなり【反射】で避けるなりしてください。
フリーデ：なら《カバーリング》します。「クリス！」
ＧＭ　　：ちなみに命中値出してみましょう。（ころころ）クリッた。ダメージいきますねー。

（ころころ）８点の〈斬〉。
フリーデ：５点いただきました。傷を受けて数歩よろめく、くらいな感じで。「……くっ」
クリス　：「フリーデ！」
フリーデ：「まさかこれが、レェーネの恐れていた奈落」
ＧＭ　　：前方でも、今まで亡骸だったものが次々と立ち上がります。ここでは感じたくないよ

うな奈落の感覚が充満してきますね。
クリス　：「これが……奈落」
ＧＭ　　：そうすると、親衛騎士団の鎧をつけたスケルトンが襲いかかってきます。というわけ

で戦闘ー。
 
■戦闘III　　VS スケルトン１匹１グループ×10グループ■

［行動順］行動値12　クリス、シオン
　行動値11　フリーデ
　行動値０　スケルトン

 
クリス　：さて、《エンチャントブレイド》（ホワイトメイジ2Lv特技。武器

に〈炎〉or〈氷〉or〈雷〉の属性付与）ですか、《エンチャントウエポン》（ホワイト
メイジ1Lv特技。物理ダメージを＋２）ですか？

シオン　：《エンチャントブレイド》で属性変えないと〈斬〉が効かないような気がする。
フリーデ：〈炎〉は効きがよかったりするんですかね？
シオン　：モンスター知識とかってなかったっけ。
フリーデ：あ、あります。マスター、《クリーチャー知識》（ハンターLv1特技。対象クリーチャ

ーの特技がわかる）では相手の弱点属性やどのタイプの攻撃が効くかはわかりますか
？

ＧＭ　　：わかります。弱点属性はないですが、〈刺〉は効きません。元々は近衛兵ですが、今
となってはただのスケルトンにすぎませんから。



となってはただのスケルトンにすぎませんから。
クリス　：なら、《エンチャントブレイド》はいらないね。シオンに《エンチャントウエポン》

。びーっ。
シオン　： いきまーす。《なぎ払い》（ファイターLv2特技。物理攻撃を［範囲：選択］にする）

＆《切り返し》（ファイターLv4特技。命中判定の振り直し）（ころころ）命中が17。
ＧＭ　　：回避が……（ころころ）それは無理だ。
シオン　：《猛攻》（ファイターLv1特技。ダメージに＋1D6）いきまーす。これで17+2D6。（

ころころ）19といっているよ。〈斬〉だよ。
ＧＭ　　：防護点０の奴にはフルダメージくるにきまっているじゃねえか。見るも無惨に粉々に

砕け散ります。最後にころころと頭蓋骨がクリスの元に転がって、上から水滴が何か
がぽちゃんと目の辺りに落ちます。

クリス　：おおー。それが涙のように流れるわけですね。
シオン　：「死体を利用するなんて……」
フリーデ：「レェーネが言っておりました。このミーティアの起動には奈落の力が絡んでいると

。世界のあるべき姿を否定する、それが奈落だと」
シオン　：「そんなの……そんなの認めるわけにはいかない！　先に進もう！」
ＧＭ　　：その最後の骨は風化していきます。さらさらさら……。
クリス　：「今度こそ安らかに……」
 
 



ＳＣＥＮＥ　７　シーンプレイヤー：ライゼル・シューナー（同行者：レキ・ストラ
ンド）

 
ライゼル：さて。頑張りましょう、シナリオのギャグ担当。
ＧＭ　　：いや、担当は君だけ。レキは真面目に行動していますよ。
ライゼル：俺だって真面目に生き延びようと頑張っているんだー！
ＧＭ　　：君たちはそのまま進んでいきますね。
レキ　　：「ミカ、変なところに触るなよ」
ＧＭ　　：「はーい」と、ミカは君たちの後ろをトボトボ歩いてきます。ちなみに君のファミリ

アであるクーを連れて。「いいもんねー、一緒にいるからね」
ライゼル：「おい待て、クー！　騙されるな」
ＧＭ　　：しばらく行くと、君たちの目の前に白骨化した兵士の死体があります。今度は一般兵

です。レキは見覚えがありますね。
レキ　　：「これはウェストリの兵士達の骸だ」と言いながら避けて歩きましょう。
ＧＭ　　：じゃ、通り過ぎていく間に【知覚】で12。
レキ　　：（ころころ）ぎりぎり失敗。
ライゼル：（ころころ）８です。
ＧＭ　　：気づかないで素通りしていくわけですね。最後にミカが去ろうとした瞬間にミカの足

を白骨死体が掴みます。目線を落とすと、兵士の骸骨が口をカタカタさせながら動き
始めます。

シオン　：すいません、なんでそっちはモンスターまでコミカルなんですか。（笑）
ＧＭ　　：ミカが「きゃーっ」という声とともにクーをキュッとやってしまったために、クー

は「キュッ」と声を上げますね。
ライゼル：いや、クーは「グェッ」。キャノンを小脇に抱えて「何事！？」
レキ　　：「どうした？」と振り返りましょう。
ＧＭ　　：白骨死体が邪悪なオーラを漂わせながら、ミカの足を掴んでよじ登ろうとしています

。
レキ　　：駆け寄って振り払います。
ＧＭ　　：レキの背後からも、結構なグループの白骨死体がカシャカシャと歩いてきます。
クリス　：シンデレラ城っぽい感じ。どっかに光る剣があって、それを取って、最後にメダルが

もらえるんだ。（by東京ディズニーランド、シンデレラ城ミステリーツアー）
ＧＭ　　：中には歩いている途中で下水に足を滑らせて落ちる奴もいます。
クリス　：バラエティだー！
レキ　　：ミカをかばいながら対峙しましょう。
ライゼル：錆びた剣を持ったスケルトンが襲いかかってきます。相手はモブで、30体１グループ

です。
フリーデ：ちなみにその場合、経験点って何点になるんですか？
シオン　：１グループだから１点です。（笑）
 
■戦闘IV　　VS スケルトン30匹１グループ×１グループ■

［行動順］行動値12　レキ
　行動値６　ライゼル・シューナー
　行動値０　スケルトン30匹１グループ×１グループ

 
ライゼル：（ころころ）命中14——しまった、これ〈刺〉攻撃だ。（笑）
ＧＭ　　：（ころころ）回避できないなー。でも針の穴をぬうごとく、弾丸がすっすっすと抜け



ＧＭ　　：（ころころ）回避できないなー。でも針の穴をぬうごとく、弾丸がすっすっすと抜け
ていく。そして遙か遠くでドーンと音がした。——こういう時は外さないねえ。

ライゼル：しまった、敵はクリスタルボーイだ！（by『コブラ』）
レキ　　：「ライゼル、曲撃ちはやめろ！」（笑）
ＧＭ　　：スケルトン達は一瞬、みんな自分の脇腹を見ます。が、何もなかったのようにガチャ

ガチャ襲ってきます。（笑）
レキ　　：先頭に移動します。
ＧＭ　　：次、スケルトン、命中いきます。一番近いのはレキになったのかな。命中は（ころ

ころ）10。
レキ　　：（ころころ）11で回避しました。
ＧＭ　　：——次のイニシアチブです。レキからどうぞ。
レキ　　：《両手持ち》（サムライ2Lv特技。武器の攻撃力＋３）で攻撃。（ころころ）18といっ

て〈斬〉りました。
ＧＭ　　：（ころころ）回避できません。ちなみに10点以上出したら勝ちです。
レキ　　：素で15点いくんですけど……（ころころ）21点の〈斬〉です。
ＧＭ　　：ガラクタのように崩れていきます。白い噴煙がぼわっと立った後、そこにはレキ一人

だけが立っています。
ライゼル：じゃ、何事もなかったかのように「ミカさん、大丈夫ですか」
ＧＭ　　：さすがにちょっとおっかなかったのか震えているんだけど「……あんた、頼りになら

ないね」と言います。
ライゼル：ミカの足にまとわりついている指を１本１本はなしている最中に、動きが止まります

。「僕だって頑張っているんだ……」
シオン　：可愛そうに。
レキ　　：こちらは何事もなかったかのように刀を鞘におさめながら「ミカ、ライゼル。行くぞ

」
ＧＭ　　：その先は行き止まりになっちゃってますね。
ライゼル：何かないかな？
ＧＭ　　：ちょっと調べてもらえますか。この場合は【理知】でしょうか。目標値は12。
ライゼル：《声援》（ヴァグランツLv5特技。対象の判定の達成値を+1D6）を送ろう。レキさん

、何か思い出しませんかね？
レキ　　：「ここはもしや……」（ころころ）低っ。１点足りねえ。
ＧＭ　　：（ころころ）ミカが成功しちゃった。「あれ、ここ。ひょっとして……」と、とある

くぼみを勝手に押します。
レキ　　：「ミカ、ちょっと待て……」
ＧＭ　　：と、上から階段がずずずずと降りてきますね。「あ、やっぱりー。子供の頃、廃墟を

うろついていた頃に見つけたんだ。へへへっ」
フリーデ：ミーティアのこんな近くまで子供の頃に……恐るべし。
レキ　　：来れるのかなあ……来れるんだろうなあ。
ＧＭ　　：「だって、入り口がバーサーカーのいる地区から離れていたんだよ」と威張っていま

すね。「へえ、この上がミーティアだったんだ。それ考えるとおっかないや。何に
せよ、道を見つけたんだから行こうよ」と一人で行こうとします。

レキ　　：それを抑えて、先に行きます。
 
 



ＳＣＥＮＥ　８　マスターシーン

 
ＧＭ　　：様々な戦闘があったので、さすがにアイン達に気づかれます。ダーモットが口を開き

ます。「ほう、向こうから出向いてくるとはな。まだ完全な起動には至っていないが
、いい余興ができた。——アインよ、最後にチャンスをやる。見事クリスを捕らえて
みよ。さすればお前の望む形になろう。ただしチャンスは一度のみ、ゆめゆめ忘れ
るな」

シオン　：ダーモットのくせに生意気だー！
ＧＭ　　：アインは「言われんでもわかっている。今度こそ！」と、去っていきます。後ろ姿を

見送りながらダーモットが言います。「さて……保険はかけておかねばな」
クリス　：ダーモットってこんなキャラだったっけ？
シオン　：ダーモットの親玉レベルが上がっている。こんなボスレベルが上がったダーモットな

んて、ダーモットじゃない！（笑）
ＧＭ　　：後で判明するから安心してくれ。
クリス　：実はダーモット・ダッシュ？
フリーデ：あるいはターモット？（笑）
シオン　：濁点が外れた方が弱くなるんじゃ。
 
 



ＳＣＥＮＥ　９　シーンプレイヤー：クリス（同行者：シオン、フリーデ）

 
ＧＭ　　：あなた方がしばらく奧に進むと、目の前が明るくなります。少し広い場所に出ますね

。周りを見渡すとアームドギアらしきものが大量に。色は少しくすんで見えますが、
確かにアームドギアです。

シオン　：「アームドギア？　……違う。あれはアームドギアなんかじゃない」
ＧＭ　　：すると、向こうから「そうだ」と声がします。聞き覚えがあります。
クリス　：うん、まあ、……アレだろうなあ。
シオン　：「ソフィーを返せ、アイン！」
ＧＭ　　：シオンの言葉を遮るように彼は言います。「クリス、もう一度言う。こちらへ来い。

時間がないのだ」
クリス　：「時間……。何の時間です」
ＧＭ　　：「ミーティアはもうじき起動プロセスに入るだろう。だからこそ私の元に来るのだ。

そしてウェストリを再興し、新たな王国を築こうではないか。私ではだめなのだ。お
前でなければ」

クリス　：んー……。……ちょっとセリフが思い浮かばないので誰か止めてください。
フリーデ：じゃ、「聞きたいことがあります、灼熱のアイン」って一歩踏み出します。「ミーテ

ィアの解除キーは第一王位継承者であるクリスです。決して兄と名乗るあなたではあ
りません。これはどういうことですか」

ＧＭ　　：しばらくの沈黙の後、彼はこう答えます「そうだろうな。私はクリスの兄ではない
のだ」

クリス　：「でも私は……確かにあなたの記憶はあるのです。兄としての記憶が……」
ＧＭ　　：「それは奴が埋め込んだ偽の記憶だろう。私も踊らされていたのだから。だが事実

を知った以上、私はもう踊らされるわけにはいかん。そのためにも、クリス、お前が
必要なのだ」

クリス　：話が見えねえよー！
フリーデ：「あなたがもし王家の血を引く者なら、王家に連なる者を殺し、あなたが王位継承権

を得ることも可能です。ですがあなたはクリスを求めている。あなたは王位継承権
を持っていないのですか」

ＧＭ　　：「そうだ。私は王位継承権を持てない」
フリーデ：「では——そんなあなたは何者なのですか、灼熱のアイン」
ＧＭ　　：「そうだな……ウェストリの亡霊とでも言っておこうか」
クリス　：……ここで《フリッグの予知》いきまーす。——結局、アインは何者ですか？
ＧＭ　　：ぶっちゃけて言いましょう。ある人物のエイリアス、かっこできそこないです。
シオン　：まさか前の王の？　クリスパパンの？
ＧＭ　　：ふっふっふー。
フリーデ：その仮定でセリフ言ってもいいと思いますよ。違っていたら違っていたでそれもおい

しいよ、くらいなつもりで。
クリス　：ＯＫ。あまり記憶に残っていないけど、閃くものがあったわけですね。「……

父上！？」と、足はそっちに向かいますが途中で止まります。
ＧＭ　　：「お前の母親の命を奪ったのは帝国だぞ。仇を討ちたいとは思わんのか」と。兄とい

うには違う発言になってきていますね。
クリス　：こっちも「父上……母上」ってうわごとみたいな感じになって、混乱状態です。「思

い出した……母上からマーカスの手に私は渡された……」
フリーデ：「クリス、記憶が……？」
シオン　：……っていうことは、ひょっとして俺が兄っぽい？（笑）



シオン　：……っていうことは、ひょっとして俺が兄っぽい？（笑）
クリス　：いやいやいや。預けただけですから！
ＧＭ　　：あなた赤の他人です。裏設定で兄妹にしてもいいよとは書かれていたけど、しません

でした。
クリス　：どう攻めようかねえ。「思い出した……あなたは……あなたは兄ではない。父上！」
ＧＭ　　：「私には今この国を統べる能力がない。我が娘よ、そう思ってくれるのならば私の元

に来てくれないか。時間がないのだ」
シオン　：「——アイン、聞きたい。帝国に復讐するためにこの遺跡を使おうとしているのか」
ＧＭ　　：「無論」
シオン　：「ならばクリスを渡すわけにはいかない」
ＧＭ　　：「国は滅んだ！」
シオン　：「滅んでいない。まだ民がいる！」
ＧＭ　　：「この廃墟に民などいるか！　帝国が全て踏みにじったのだ！」
シオン　：「そんなことはない。クリスには仕えてくれる騎士がいる。慕ってくれる民がいた！

」
ライゼル：いた？
シオン　：ミカいたじゃん。
ＧＭ　　：「うるさい黙れ！　王族でない貴様に何がわかるというのだ」
シオン　：「何もわからない。けどクリスは守れる」
クリス　：「シオン君……」
ＧＭ　　：「どうやら話し合いはここで終わりのようだな。ならば力づくでも来てもらう」
シオン　：「受けて立つ」
ＧＭ　　：「では、行くぞ！」と、彼の闘気に呼応したかのように奧から深紅のアームドギアら

しきものが現れます。「決着をつけさせてもらうぞ、シオン！」
シオン　：じゃ、俺も白い奴を呼ばないと。
レキ　　：《コーリング》（パンツァーリッター1Lv特技。自分のパンツァーを呼ぶ）〜。
ＧＭ　　：君の後方の天井部分が裂け、アームドギアが降り立ちます。
シオン　：「あなたを越える！」
ＧＭ　　：というところで、戦闘シーンに入ります。
シオン　：いやー、久しぶりにヒーローくせー。
クリス　：こっちはちよっとヒロインモードになりきれていない……。
 
■戦闘V　　VS “灼熱の”アイン■

［行動順］行動値22　“灼熱の”アイン
　行動値14　シオン
　行動値12　クリス
　行動値11　フリーデ

 
ライゼル：ここで登場判定？
ＧＭ　　：いえ、すいません。この戦闘はあなた達は参加させません。——アインは《絶対先制

》（帝国軍専用特技。セットアッププロセス時にアクションを１回行える）で普通に
攻撃。命中は（ころころ）

シオン　：（ころころ）ダメージこいやー！
ＧＭ　　：（ころころ）26の〈斬〉。「思い知ったか！　これが専用機と量産機の差だ！」
シオン　：……残りＨＰ、21。
クリス　：この場合、私はどうすればいいんでしょう。
ライゼル：ここはタイマン。
シオン　：バカ言ってろー！　性能が違う！
ＧＭ　　：アームドギアは本来バーサーカーに人が乗る機能がついたものらしい。そこに並んで



ＧＭ　　：アームドギアは本来バーサーカーに人が乗る機能がついたものらしい。そこに並んで
いるのは君の量産機です。君もそのうちの一機だと思ってください。

シオン　：本当にカスタムなんだね。
ライゼル：大丈夫、ザクでもＺガンダムは倒せるよ。
シオン　：そんなバカなことあるかー！
ＧＭ　　：というわけで次もいきます（ころころ）22、命中。
シオン　：そんなの勝てるかー！（ころころ）あ、ぴったし。おっちゃん達の盾は役に立っ

たよー。
ＧＭ　　：避けきれなかったものの、普段はなかったものがかばってくれる。「……ほほう、お

前らはお前らなりに考えてるというわけか」
シオン　：次は私たちの番だな。いきまーす。（ころころ）20といって命中しかけています。
ＧＭ　　：20ですか。（ころころ）回避できない。
シオン　：ＯＫ！　《猛攻》（ファイターLv1特技。ダメージに+1D6）発動。（ころころ）20

の〈斬〉。低い……１ゾロ。
ＧＭ　　：でもそれなりに痛いんだな。「やはり今までの戦闘で成長しているというわけか。だ

が並の成長では及ばぬ高みがあることをこれから知るがいい！」と戦いを挑みます。
……で、行動する気があればどうぞ？

クリス　：どうしようかねー。
ＧＭ　　：クリスさんは、とりあえず様子を見守っていてもいいですし。
フリーデ：わたしはクリスを抱えて周囲の機体の射程範囲外に移動。……（クリスに）それで

いい？
クリス　：ええ。大人しく抱えられています。
ＧＭ　　：わかりました。クリスを抱えてアームドギアのモブから範囲を避けるような形で脱出

ですね。
シオン　：やべ……これはそろっと死ぬ。
フリーデ：がんばってねー。距離取ったからもう《カバーリング》（ハンターLv1特技。他人をか

ばう）できないよー。
 
　　　　　次の手番、アインは《ヘイムダル》（加護。自分の判定をクリティカル）＋《トール

》（加護。ダメージロールに＋10D6）で攻撃をしかけてきます。ダメージをまともに
くらい、シオンはブレイク。

　　　　　アインは再度《フレイヤ》（イニシアチブフェイズでクリティカル攻撃を一度行う）
で攻撃。更にそこに《トール》も乗せてきますが、シオンは《ヘルモード》（パ
ンツァーリッターの加護。シーン内のどこでも移動でき、防御をクリティカルにで
きる）で回避します。

　　　　　ようやくシオンの攻撃の番。攻撃は何とか命中させることができました。
 
シオン　：《トール》（ファイターの加護。ダメージロールに＋10D6）！　そこに《猛攻》（フ

ァイターLv1特技。ダメージに+1D6）ものっけておきます。どのみちＭＰ使わないし
。（ごろごろごろ）68の〈神〉。

ＧＭ　　：68？　ふざけんな。
シオン　：ほぼＭＡＸに近い。１が２個出ただけで、あとみんな５と６だもん。
ＧＭ　　：オリジナルのアームドギアががくんと膝をつきます。「そんなバカな！」
シオン　：「あなたは他人に頼った時点で、信念で負けています」
ＧＭ　　：「こんな子供に私の信念が折れるというのか！」……死んではいませんが、ここで戦

闘フェイズは終了です。
シオン　：ばかやろー！　なんだよこの俺の異様に緊張する戦闘は！
 
 



ＳＣＥＮＥ　１　シーンプレイヤー：なし（同行者：クリス、シオン、フリーデ）

 
ＧＭ　　：広い空間に男の声がこだまします。「やはり所詮はできそこないか。ならば人形らし

く役に立ってもらおう」——その声は、クリスには聞き覚えがあります。
クリス　：ターモット？（笑）
シオン　：ターモットは創作です。
フリーデ：我々の脳内キャラですね。
クリス　：「ダーモット王子……？」と。一応、『王子』はつけておく。
ＧＭ　　：ダーモットが立体ビジョンに映されます。ムスカのように。（by『天空の城ラピ

ュタ』）
シオン　：ここでソフィーを出された日には、俺はここを登っていかなきゃいけなくなる。
ＧＭ　　：「民共よ、初めてお目にかかる。私がウェストリの第一継承者ダーモットだ。これか

ら貴様らには新しい兵器の実験対になってもらう。せいぜい楽しむがいい。ほんの一
瞬だがな」と言って、「やれ」と命令します。後ろにクリスと同じ顔をした女性が立
っており、とある盤に手をかざします。

シオン　：「クリスが２人？　あれがエイリアスというもの？」
フリーデ：「ミーティア起動の原因は、そのエイリアス！？」
ＧＭ　　：彼女には自分の意志が感じられず、禍々しいオーラすら感じます。
シオン　：「あの雰囲気はさっきの王国の騎士達と一緒……。ダーモット！　あなたは人間なの

に奈落と組むのですか！」……（クリスに）でもこういうセリフはあなたのセリフ。
クリス　：うん。そういやそうだった。
シオン　：高見の見物、ノン。
クリス　：いやいや。……で、どう言えばいいのかね？（笑）
ＧＭ　　：横に並ぶバーサーカーの目が一斉に光ります。同時にアインとシオンの機体も禍々し

い光を放ちます。「マーカスの機械といえど、この命令には逆らえまい！」
シオン　：「動かない……！」
ＧＭ　　：アインもコントロールがきかなくなって「バカな！」という感じです。シオンは【

理知】チェックしてもらいます。一歩間違えば敵に回ります。判定値は６。
シオン　：ＯＫ。……失敗したら全力で戦闘すればいいわけですね。（笑）
フリーデ：いやいや、そんな気合い入れ直さなくてもいいですから。
ＧＭ　　：ダーモットが「面白い趣向を考えた。そこの小僧とできそこないの人形よ、あの邪魔

者を殺せ」と言うと、赤い機体と白い機体がそれぞれ切っ先をクリスの方に向けます
。

フリーデ：それは前に出てクリスをばおうとします。かばっても、わたしごとまっぷたつだと思
いますが。

シオン　：さあ、みんな期待して！　１・１と１・２で失敗。（ころころ）あ、１・３で成功。
ＧＭ　　：ぴったしか。振りかぶった瞬間、君の脳裏にマーカスの言葉がよぎります。いつもは

君をぞんざいに扱っていた親父が珍しく君に語りかけてきた時のことです。
シオン　：おお、いいシーンだ。
ＧＭ　　：「シオンよ、これはお前が産まれてすぐに死んでしまった母さんの形見だ。しっか

り持っていてくれよ。お前が危機に陥った時、これが助けてくれる」——と渡された
ものが、君の耳についているシャードでもある勾玉だ！

シオン　：わかった。振り上げた瞬間イヤリングが光って、母さんが後ろから僕を止めてくれた
んですね。

ＧＭ　　：違います。勾玉が光り輝いたかと思うと、コントロールパネルがしゅっと出てきて、
そこに勾玉型のくぼみが。（笑）



そこに勾玉型のくぼみが。（笑）
クリス　：うわーっ。オヤジーっ！
シオン　：（耳飾りを外してパネルに押しつける動作をしつつ）オヤジ、芸細かすぎ。
フリーデ：そ、そんな投げやりにくっつけなくてもいいじゃないですか。
シオン　：だってこれ、一番最初につけておけよー。
ＧＭ　　：勾玉が一層光を帯び、君の白い機体がまばゆく輝きます。考えられないくらい出力が

上がり、送られてくる指令電波が跳ね返されます。
シオン　：マスター。演出おいしそうなんで、止めた剣でアインの剣を止めていいですか。
クリス　：おおーっ。こー、ぴたっと止まったところにずがーんと。
ＧＭ　　：ＯＫですよ。彼の刀を考えられない力で跳ね返します。
レキ　　：剣をはじき飛ばすじゃなくて、機体ごとはじき飛ばすくらいの方が。
クリス　：壁とかが、その衝撃でぐらぐらぐらっと。
ＧＭ　　：アインが「どういうことだ、今までの白い奴と力が違う！？」と言います。「何故だ

。量産機ごときが使い切れる力ではないはずだ、あれは」
シオン　：「父さんの工夫を舐めるな！」
ライゼル：……『工夫』っていうのかな。（笑）
クリス　：父さんの『力』とかさ、もっと抽象的にいこうよー。
シオン　：嫌ー。泥臭い方がいい。
ＧＭ　　：周りのアームドギアが一斉に君に襲いかかります。
シオン　：それはビジュアルシーンで解決していいでしょうか？
ＧＭ　　：ええ、ＯＫですよ。
シオン　：「これが人間の工夫だ！」と言ってガトリングガンをがーっと。
クリス　：……それも『人間の叡智』とかさあ。
シオン　：これは『職人の意地』だ！（笑）
ＧＭ　　：普段のガトリングの弾丸とは違う、魔法のようなものが付加された弾丸がアームドギ

アをことごとく破壊していきます。
シオン　：「量産型だって、個人に合わせてカスタマイズすれば！」
レキ　　：明らかにそのレベルを越えているような。
ＧＭ　　：ダーモットは「何故だ、遺産の一部とはいえこれほどの力を持っているはずがない。

ええい、機体のエネルギーを限界まで上げろ！　どうせ人形など飾りでしかない！
」と、もう一人のクリスに指示します。「……しかし余が驚かされたというのは屈
辱だ。そうだ、いいことを思い出した。来い！」と、少女を引き連れてきます。
ソフィーです。

クリス　：あー……。
ライゼル：拘束具に身を固められているんですね？
ＧＭ　　：そんなことはありません。縛られて身動きが取れないくらい。「この女、お主らと知

らぬ仲ではないらしいではないか。お主が動けばこの女を殺すぞ」と言いますね。そ
れに対してソフィーが言います。「シオンさん、戦ってください！」

クリス　：……言うだろうなー。
ＧＭ　　：「私なんてどうでもいいんです。お願い、戦って……！」
クリス　：やべー！　やべえええええ。
ライゼル：ヒロインレベル、＋３くらいだね。
ＧＭ　　：ここでシーンを切らせていただきますー。次、お待たせしました、レキさん達です。
シオン　：最後に言いたいセリフが。ダーモットと対峙しているんですよね。「ダーモット、僕

たちの方だけ見てていいのかい？」と。
ＧＭ　　：ＯＫです。そこでシーンを切ります。
クリス　：おおー。
シオン　：ヒーロー疲れるよー。
 



 
 



ＳＣＥＮＥ　２　シーンプレイヤー：レキ・ストランド（同行者：ライゼル）

 
ＧＭ　　：あなた方はミカがたまたま見つけた階段を上がっていきます。
ライゼル：「さっきからドッカンドッカンいっていますけど、大丈夫ですかね？」
ＧＭ　　：ミカは「シオン達が頑張っているんじゃないかなあ。こっち面白そうじゃん」と。
レキ　　：「頑張っているならば急がねばなるまい」
ＧＭ　　：行き止まりは天井になっていて蓋がついています。持ち上げるには【体力】８くらい

。２人ともが成功しないと上がりません。
レキ　　：（ころころ）うわ、ぎりぎりだ。９。
ライゼル：（ころころ）13。ギーッと薄く開けて、きょろきょろ見てみます。
ＧＭ　　：開けるとそこは見たことのない景色です。ただ、どう見ても遺跡の内部。
ライゼル：人の気配は？
ＧＭ　　：奧に気配がします。会話が聞こえますね。レキには聞き覚えがありますが、ダーモッ

ト王子の声です。
レキ　　：一応、ミカにも「シーッ」ってやっておこく。
ＧＭ　　：ミカは過去に言われた「そのおしゃべりをなくせ」というジールの言葉を思い出して

口にチャックのポーズをします。
レキ　　：頷いて、扉を持ち上げてみます。
ＧＭ　　：声がしますね。「……余が驚かされたというのは屈辱だ」という会話の後、「来い！

」というダーモットの声と「きゃっ」というソフィーの声が聞こえます。
シオン　：そこでさっきのソフィーのセリフに繋がって、と。
ＧＭ　　：ええ。ちなみに周りにはバーサーカーがいます。
レキ　　：こっちは完全に後ろにいるわけですか？
ＧＭ　　：そうですね、後ろです。完全に君たちは無視されています。ミカが、どっかから手に

入れた紙に「チャンス」と書いてます。
レキ　　：静かに出ましょうか。ソフィーに向かって走ります。
シオン　：で、その走り込んでいる瞬間に「ダーモット、僕たちの方を見ているだけでいいの

かい？」
ＧＭ　　：……っていう発言があったところで、ソフィーを囲んでいるバーサーカーに斬りかか

るんでしょうか。
レキ　　：斬りかかります。
ＧＭ　　：じゃ、簡単な戦闘フェイズにいきます。レキさん一人ですね。
シオン　：かっこいいレキー。ひゅーひゅー。
レキ　　：声をかけるのもあれだから、黙って走っていきます。
シオン　：ここで失敗するようならレキもギャグ要員。
レキ　　：《集中》（ファイターLv2特技。命中値＋２）＆《二刀流》（サムライLv2特技。命中

判定を２度行い、任意の片方を採用できる）。これに《声援》（ヴァグランツLv5特技
。対象の判定の達成値を+1D6）でお願いします。

ライゼル：はい。別な方向で大きな音を立てます。ばたん。
レキ　　：命中出しまーす。（ころころ）あ、この場合クリティカルになるのかな、どれをとっ

ても必ず11になるし。29のクリティカル。
ＧＭ　　：（ころころ）はい、回避できていませんからどうぞ。
ライゼル：「今だ！——待てよ、これって僕が見つかるってこと？」
ＧＭ　　：そうすると、あなたの周りに青のムシ型バーサーカーが。ミカがあなたを軽くこづき

ます。「バカ！」
ライゼル：それにはウインクで返します。



ライゼル：それにはウインクで返します。
レキ　　：ダメージ、トリガー（轟魔刀の性能。１シナリオに３回までダメージ＋１Ｄ６）つけ

ます。（ころころ）全部６だ。30の〈斬〉です。
ＧＭ　　：それは落ちるわ。１グループだったんで、一瞬にして薙ぎ倒されます。
レキ　　：「ソフィーさん、助けに来ました！」——って、クエストから考えると立場が逆な気

もするんだけど……。（笑）
クリス　：まあまあ。
ＧＭ　　：ダーモットが「貴様ら、どこから来た！」
レキ　　：どう言おうかなあ……。
ライゼル：「光の道を通ってきた」（笑）
ＧＭ　　：君はムシバーサーカーの青に囲まれながらそれ言うの？
ライゼル：ちなみに、ミカにはソフィーを解放したのを見て「作戦成功だ」と言っておく。
レキ　　：でも囲まれているし。
ＧＭ　　：そうすると、ミカはチャックを外すようなアクションを取った後、「確かに成功した

わよね。でも私たちはどうなるの？」
ライゼル：「……頑張るんだ」
ＧＭ　　：「これだから新入りは使えない」
レキ　　：ソフィーを確保してダーモットに剣をつきつける。「ソフィーさんは返してもらった

」
クリス　：かっこいいぞ、レキ！
ＧＭ　　：ダーモットは君の切っ先に手をかざします。君の刀に手を刺したかと思うと、握って

動かなくします。
クリス　：えーっ。こ、小物のくせに生意気な。
ＧＭ　　：「貴様のごとき下郎が、余に口出しなどさせん！」
レキ　　：剣を抜こうとしますよ。
ＧＭ　　：ものすごい力で引き抜けません。そして持った刀ごと君を投げ飛ばします。
クリス　：……やっぱりダーモットじゃねえな、こいつ。
シオン　：さすがターモット！
レキ　　：「な、何ぃっ！」って感じで。
ＧＭ　　：「所詮ここは余興の部屋。そろそろ下がらせてもらう。ああ、そうそう。一度起動し

たバーサーカーシステムは停止できないと思ってくれたまえ。親子の再会を楽しむが
いい。……では、さらばだ」と、上にすーっと上がっていきます。エイリアスの女性
と一緒に。

シオン　：ソフィーは？
ＧＭ　　：ソフィーは解放されました。レキはムシバーサーカーと一緒にいるライゼル君のとこ

ろに吹っ飛ばされて、ライゼル君に見事にクリーンヒット。（笑）
ライゼル：ちなみに、まだ階段に体半分入っていたんで……。
シオン　：痛そう。
フリーデ：だけどすごくおいしそうなシーンに見えます。
シオン　：なんか卑怯だな、お前。何だよそれー。
ライゼル：別に狙っているわけじゃないんだけど……。
ＧＭ　　：ちなみにソフィーにはムシバーサーカーが襲いかかるようにし向けられているんで。

ガシャガシャ。
レキ　　：「ライゼル、そこは任せた！」
ライゼル：「ここを任されても困りますが、行ってください」
ＧＭ　　：いえ、ここにいるバーサーカーはみんなソフィーのところに行きます。優先順位はそ

っちなので。とりあえずライゼルは、バーサーカーがいなくなったのでそこら辺の機
械をいじくることができる。【幸運】ジャッジしてくれ。

フリーデ：このミーティアを変なふうに動かさないでくださいね。



フリーデ：このミーティアを変なふうに動かさないでくださいね。
ライゼル：（ころころ）11だな。
ＧＭ　　：あ、成功。
シオン　：——違うでしょ！　ダメ！　みんな今そんなこと望んでいない！（笑）
ＧＭ　　：そうすると、青いバーサーカーが赤色に変わり、ソフィーではなく君たちの方に襲っ

てくる。
シオン　：グッジョブ。（笑）
ライゼル：「よし、これでソフィーの安全は確保した！　——俺たちの安全は誰が確保してくれ

るんだ？」
レキ　　：レキはソフィーの方に走り込もうとしていたんですが、「ソフィーさ……え？」（笑

）
ＧＭ　　：というわけで、そこで戦闘フェイズです。
 
■戦闘VI　　VS ムシ型バーサーカー１体１グループ×３グループ■

［行動順］行動値12　レキ
　行動値６　ライゼル・シューナー
　行動値０　ムシ型バーサーカー

 
レキ　　：《両手持ち》（サムライ2Lv特技。武器の攻撃力＋３）《集中》（ファイターLv2特技

。命中値＋２）……（ころころ）17といって斬りました。
ＧＭ　　：回避。（ころころ）んーと、あ、回避した。
レキ　　：お。避けられてしまった。やっぱり５じゃダメか。
ライゼル：《運命の女神》（ヴァグランツ1Lv特技。対象の判定を振り直させる）、ぱぱーっ。
ＧＭ　　：じゃ、回避振り直します。（ころころ）失敗。くそ。
レキ　　：ではダメージいきます。（ころころ）20の斬り。
ＧＭ　　：まず１体落ちました。あと２体です。ライゼルは行動済み。ミカ、スパナできゃ

ーきゃー叩きますがダメージを与えません。次、バーサーカー２体。ますライゼルに
攻撃いきます。（ころころ）命中12。

ライゼル：回避。（ころころ）13だな。
ＧＭ　　：じゃ、ミカを抱きかかえるようにすっと避ける。
ライゼル：いや、へっぴり腰でかがむ。（笑）
ＧＭ　　：２体目、レキに（ころころ）13。
レキ　　：（ころころ）16といって避けましたー。
 
　　　　　ライゼルの援護を受けたレキは１体ずつバーサーカーを倒してゆき、３ラウンドで勝

利しました。
　　　　　レキの受けたダメージは、ソフィーにきた攻撃を《カバーリング》（ハンターLv1特技

。他人をかばう）でかばった時の９点だけ。
 
ＧＭ　　：全部倒しました！
レキ　　：「これで終わりだー！」ばしゅっ。
ライゼル：「レキさん、大丈夫ですか？」
ＧＭ　　：「動かないで……」とソフィーが駆け寄ってきて治癒します。そして「ごめんなさい

、私が……」と言って泣き崩れますね。
レキ　　：「いや。無事でよかった」
ライゼル：さて、どうすれぱみんなの元に行けるのかな？　コンソールパネルをいじってみよう

。
レキ　　：この声は向こうに聞こえているんですかね？
ＧＭ　　：ええ、聞こえています。



ＧＭ　　：ええ、聞こえています。
レキ　　：「シオン、大丈夫かー！」
シオン　：登場。
ＧＭ　　：君たちにレキの声が聞こえます。
ライゼル：「ソフィー・ウィルマーの解放に成功しました！」
シオン　：「さすがです、レキ！」
フリーデ：「ダーモット王子はどうなりましたか？」
ライゼル：「尻尾を巻いて逃げました」
レキ　　：……いや、それは大分違う気がする。
ＧＭ　　：「とりあえずこっちは大丈夫だよ、何も考えずにその赤い奴をやっつけちゃって！」
シオン　：そんな気楽なことを……。
レキ　　：「あとは思う存分やれ！」
シオン　：「思う存分やって勝てる相手だったらこんなに苦労はしませんよ！」
ライゼル：じゃ、思う存分やられてしまえ。
シオン　：ライゼルさん、後で話があります。倉庫裏に。（笑）
ＧＭ　　：ライゼルとミカは適当にボタンを押しているんだよね。【幸運】チェックをしてもら

おう。９以上。
ライゼル：（ころころ）……は、出た。
ＧＭ　　：わかりました。君たちの足元がぱかっとあいて、みんな落ちていきます。
レキ　　：またかい。じゃ、その瞬間に私はソフィーを抱えます。「危ない！」
ライゼル：「ミ、ミカ先輩、危ないー」「寄るなバカ！」どべしっ。（笑）
フリーデ：どうしてそこまで自分でやっちゃうんですか。
ＧＭ　　：それオフィシャル。採用。（笑）
シオン　：そして落ちていくのを見守る俺たち。
 
 



ＳＣＥＮＥ　３　シーンプレイヤー：シオン（同行者：クリス、フリーデ）

 
ＧＭ　　：君の目の前にはエネルギーフルチャージした朱い鬼がいます。
シオン　：……なんで毎回毎回こんな目に遭わなきゃいけないんだー。くらったら落ちる状態じ

ゃん。いいけどさ。
フリーデ：大丈夫、骨は拾うから。２人で。ね。
クリス　：ね。
シオン　：……来いやー！（ヤケ）
ＧＭ　　：「こうなった以上仕方がない。私を倒せ！」と言いますね。でも声はむなしく響く。

彼の体はコクピットにがんじがらめにされて脱出することもできない状態になってい
ます。

ライゼル：「私を倒せ」と言いながらも襲いかかってくる？
ＧＭ　　：うん、襲いかかってきます。
シオン　：いいよ、それはうまく演出とかも混ぜるよー。
ＧＭ　　：最初の一撃はビジュアル戦闘で。君は攻撃を何とかはじき返しますが明らかにパワー

が違います。さっきまで戦っていた奴とはまた違う。完全におかしい。
 
■戦闘VII　　VS “灼熱の”アイン■

［行動順］行動値22　“灼熱の”アイン
　行動値14　シオン
　行動値12　クリス
　行動値11　フリーデ

 
ＧＭ　　：では、また《絶対先制》から入ります。（ころころ）命中25。
シオン　：はいはい、クリティカル以外は無理だよー。（ころころ）はい。くれ。
フリーデ：気のない返事だなあ。
シオン　：いいよもう。25って誰が回避できるんですか。
フリーデ：それノーマル攻撃なら、わたし《カバーリング》（ハンターLv1特技。他人をかばう）

いきまーす。こっちの受けられる余力があるうちに。
シオン　：ここは受けておいた方がキャラクターも立つしね。
ＧＭ　　：ダメージいきます。（ころころ）25の〈斬〉。
フリーデ：そんなにこないですね。ディフェンサーでダメージを１Ｄ減らしておきます。（ころ

ころ）くらったのは15点。
シオン　：固いなー！
フリーデ：でもこれ１セッション１回なんです。飛び出してきて受けて「そのような剣でシオン

様は倒させない！」
ＧＭ　　：では、その刀はガンブレードなので、《ファイアメテオ》（ブラックマジシャンLv11

特技。〈炎〉［5D6+クラスLv］ダメージ）くらってもらおうか。専用機体なのでそこ
から魔法がドドーンと。そこに《トール》（加護。ダメージロールに＋10D6）が乗り
ます。

シオン　：うわー、かっこえー。ちょっと卑怯だろ。
ＧＭ　　：まず命中だね。（ころころ）あ、ごめん、クリった。
フリーデ：（ころころ）くださいなー。
ＧＭ　　：54の《神》ダメージ。
フリーデ：はーい。一度は受けたけれどそのまま飛ばされる、と。
シオン　：で、「フリーデ！」と。
ＧＭ　　：吹っ飛ばされるんですね？　その瞬間にレキとライゼル、登場判定してください。



ＧＭ　　：吹っ飛ばされるんですね？　その瞬間にレキとライゼル、登場判定してください。
ライゼル：（ころころ）成功。
レキ　　：（ころころ）成功しました。
ＧＭ　　：ライゼルは、今度は華麗に着地できた思ったら、フリーデが目の前に迫ってきてぶつ

かります。
フリーデ：わたしはライゼルを反動にして体制を立て直してそのまま浮遊。「——失礼しました

、ライゼル・シューナー」（笑）
ライゼル：フリーデに吹き飛ばされて尻もちをついたところにミカが落ちてくる。（笑）
クリス　：……頑張れライゼル。強く生きろ。
ライゼル：片膝をついて立ち上がりながら「俺が何をした……？」
レキ　　：運命だ、諦めろ。
シオン　：ライゼルおいしい。お前の位置おいしい！　うらやましい！　変わってくれー！
ＧＭ　　：そしてレキはソフィーを抱えた状態で華麗に着地、と。
クリス　：なんですか、その差は。
 
　　　　　シオンは次の攻撃で《トール》（ファイターの加護。ダメージロールに＋10D6）を

発動。アインは《ヘルモード》（パンツァーリッターの加護。シーン内のどこでも移
動でき、防御をクリティカルにできる）で回避を試みますが、

　　　　　それはクリスの《オーディン》（ブラックマジシャンの加護。加護ひとつをうち消す
）によってうち消されます。結果、55点の〈神〉ダメージがアインにヒット。

　　　　　クリス、フリーデの援護を受けながら、アインにダメージを重ねていきます。
 
ＧＭ　　：徐々に意識も浸食されているのか「早く……」というだけになりますね。そして胸の

部分が割れて巨大な砲門が出ます。
シオン　：ガイバーか！　メガクラッシャーいやあー。
ＧＭ　　：あまりまんまだとアレなんで、名前は《メガパニッシャー》で。エネルギー派が胸の

辺りに充填されているのが見え、放たれます。範囲攻撃で、《フレイ》（加護。加護
ひとつをコピーして使用）で《ヘイムダル》（加護。自分の判定をクリティカル）
使用、クリティカル。

ライゼル：マスター、《エーギル》（エージェントの加護。対象の判定をファンブルに変更さ
せる）。

シオン　：判定が失敗だから、これでお前の行動は終わった。
ＧＭ　　：巨大なエネルギー磁場があらぬ方向に飛んでいきます。砕けた天井をひとつの筋が通

っていって、遙か遠くで爆音がしますね。
クリス　：ぷす。ぷす。ばつん。
ライゼル：きっとさっき触ったコンソールパネルのどれかが作用したんだろう。
 
　　　　　返す攻撃。シオンは攻撃を命中させます。
 
ライゼル：《トール》（ファイターの加護。ダメージロールに＋10D6）復活させようか？
レキ　　：いや、こちらの１枚目の《トール》を使っておこう。——《トール》！
ＧＭ　　：その《トール》を《オーディン》（ブラックマジシャンの加護。加護ひとつをうち

消す）。
ライゼル：それをまた《オーディン》で消す？　俺の《ブラキ》（ヴァグランツの加護。加護ひ

とつを追加で使用可能にする）で《オーディン》をコピーして。
シオン　：それができるなら、それで。
ＧＭ　　：それでもう終わりです。
シオン　：《猛攻》を宣言します、これで12D。（ころころ）59の〈神〉
ＧＭ　　：それを《タケミカヅチ》（サムライの加護。自分の受けたダメージを相手にも同時に



ＧＭ　　：それを《タケミカヅチ》（サムライの加護。自分の受けたダメージを相手にも同時に
与える）。

シオン　：ＯＫ、これでブレイク。
ＧＭ　　：……ぐふう。というわけで、６点のオーバーキルですね。
シオン　：勝ったー！
レキ　　：《タケミカヅチ》使わずに終わってしまった。１回はやっておかないと。
クリス　：また死ぬのか。
シオン　：アイデンティティがね。
レキ　　：「『この紋所が目に入らぬか』ができない格さん」みたいな感じが。
ＧＭ　　：少なくともこの時点で彼の生命反応は断たれたと思ってください。ですが最後の機能

が残ったバーサーカー状態の奴が、最後にもう一度０距離で君を攻撃してくる。
シオン　：こいやー。
ＧＭ　　：命中は（ころころ）24。
レキ　　：《カバーリング》＆《トール》＆《タケミカヅチ》……？
ライゼル：いや、ここで回避に《声援》（ヴァグランツLv5特技。対象の判定の達成値を+1D6

）で。
シオン　：じゃ、それで回避してみるわ。3D6で11以上、出ないことはない。（ころころ）あ、

出た。セーフだ！
ライゼル：「シオン君、危なーい！」
フリーデ：クリスの叫びよりライゼルの方が効果があるんですね。（笑）
クリス　：嫌だー！
ＧＭ　　：バーサーカーの最後の《メガパニッシャー》を君は何とか回避します。同時に赤い機

体が崩れていきますね。
シオン　：「アインの攻撃なら避けれなかったよ……」
ＧＭ　　：残骸の中からアインの亡骸が見えます。うつぶせで表情は見えません。
クリス　：「アイン！」と言いながら駆け寄りますが、近くに行く前に躊躇して止まってしまい

ます。
シオン　：じゃ、そこに降りていくっす。
フリーデ：我々は後ろから見守っている感じで。
シオン　：「行こう、クリス」
クリス　：「……うん」
シオン　：アインのそばまで行きます。
ＧＭ　　：ぴくりともしませんね。
シオン　：抱きかかえるようにして起こします。
ＧＭ　　：起こすと、つけていたフェイスガードがぱきっと割れて素顔が見えます。若い頃の王

の顔ですね。
フリーデ：昔見た肖像画の顔、みたいな。
ＧＭ　　：ですが、クリスの面影みたいなものもあります。クリスは母親似なんですが、似通っ

たものを感じますね。
クリス　：「私にはこの顔が父上なのかどうなのかもはっきりとわかりません。でも確かに

何か……彼とは繋がっているものがあったんです……。でもそれがこんな結果を招く
ことになってしまいました。あれほどレキさんと決意をしたのに……」と自分を責め
るような感じで。

シオン　：「アインは時間がなかったんだよ」
クリス　：「シオン君……王国の再興が生み出すのはこんなものばかりなのでしょうか」
レキ　　：割って入っていいですか？
クリス　：割ってくれー。
レキ　　：後ろから、「それは違うぞ、クリス。奴は復讐のために死んだ。復讐は何も生まない

」



」
クリス　：「ごめんなさいレキさん。私、あなたとの誓いを守れなかった……」
レキ　　：「そんなことはない。これからまだいくらでも方法はある。彼は悪だったわけでは

ない。道を間違えただけだ」
クリス　：「この狂気を止めることが……私にできるのでしょうか」
レキ　　：「それを今から見つければいい」
シオン　：「一人じゃない、僕がいるよ。僕だけじゃない、みんなもいるよ！」
クリス　：……すげー、ヒーロー発言だ！
シオン　：ちょっと疲れているけどね。「行こう、クリス。過去を見ていてもしょうがない。僕

らはダーモットを止めなければならない」
クリス　：「ええ」
 
 



ＳＣＥＮＥ　１　シーンプレイヤー：なし（全員登場）

 
ＧＭ　　：新たな声が聞こえます。「感動のフィナーレだな。一部始終見させてもらったよ」ダ

ーモットです。「所詮、人形にはその程度の仕事しかできないというわけか。だがも
うじきミーティアが起動に入る。新たな世界が見られるだろう。お主らは歴史の証人
となるのだ。その身に余る光栄を肌で感じるがいい。はっはっは……」と高笑いし
ます。

フリーデ：「資格なき者よ、その場から立ち去りなさい。このミーティアは貴方如きが動かして
いいものではありません。正当な所有者に遺跡を明け渡しなさい！」

ＧＭ　　：「正当な所有者ならここにいる。むしろいらないのはそちらではないか。ミーティア
を起動できる者が本当の後継者。そこで何もできないでいる者こそが偽物だ」

フリーデ：「何もできないかどうか、それはこれからわかります」
ＧＭ　　：「ほう。制御プログラム如きが言うセリフではないな」
フリーデ：「わたしは確かに制御プログラムとして造られました。だけれども——だからこそ、

貴方のような者に遺跡を使わせるわけにはいきません！　貴方は貴方のしたことの報
いをその身に受けることになるでしょう！」

ＧＭ　　：「話にならんな、低俗なる者の発想は。指をくわえてみているがいい」
クリス　：えーと、最後の《フリッグの予知》（オラクル1Lv特技。１セッションに３回までＧＭ

に質問できる）なんですが、——ダーモットの正体は何？
ＧＭ　　：ズバリ聞きますね。ズバリ答えましょう。奈落です。（笑）
クリス　：わー。
シオン　： とりあえずアインの亡骸をアインの一番いるべき場所に配置して。王のコクピットに

置いて。
ＧＭ　　：そう、崩れたところが玉座のように……という感じですね。
シオン　：「さ、行こう」
クリス　：「さよなら、アイン」
ＧＭ　　：そうすると、通信機を持っているライゼルに緊急連絡が入ります。「帝国軍が侵攻を

開始しました、予定より早いです。早く！」という声と共にザザザザザという音が。
ライゼル：「レキさーん、事態が急変していますよー」
レキ　　：何ーっ。
ＧＭ　　：そうすると、ソフィーが真っ青な顔になります。「まさか……私が捕まったせいで、

こんな」
ライゼル：「だいじょーぶ。どのみちこの場所は来なければ行けなかった場所。時間が早かった

だけかもしれない。とりあえず戻りましょ」
フリーデ：めっちゃ癒し系ですね。
ＧＭ　　：でもそんな余裕はないです。ダーモットさん、これから起動に入るので。しかも正体

が奈落とわかった以上まずいのでは？
レキ　　：どちらに行く？　基地を守るか、ミーティアを止めるか。
フリーデ：ミーティアを止めてから基地へ。
クリス　：の、方がいいような気がする。
ＧＭ　　：そんなことを言っていると、ソフィーが決意を固めた瞳で言いますね。「私、ダーモ

ットの心を読んだんです」
クリス　：おおーっ。
レキ　　：っていうか、奈落って心があるの？
ライゼル：奈落が入り込んだダーモットの心を読んだんだ。
ＧＭ　　：「おぞましい……人のものとは思えないものでしたが、これからあの者達が向かうと



ＧＭ　　：「おぞましい……人のものとは思えないものでしたが、これからあの者達が向かうと
ころはわかります」

クリス　：「どこですか、そこは？」
ＧＭ　　：「私が案内します。私は捕まってしまい、あなた方に迷惑をかけてしまいました。せ

めてこの失敗を取り戻させてください」
クリス　：「ソフィーさん、それは失敗ではないわ。これもみんな運命なのよ。先ほど《フリッ

グの予知》がありました。ダーモットは……あれはもう既にダーモットではありま
せん。あれは奈落です」

ＧＭ　　：「ならばなおのこと。奈落がこのミーティアを起動させたら、この世の終わりのはじ
まりがきてしまいます。帝国もプリムローズも関係ありません。人類の危機です」

クリス　：「そうですね。場所を教えてください」——シオン君どうした？
シオン　：え、いや、ちょっとね。頭に浮かんだセリフが全部シオンのセリフじゃないんだよ。

渋系の、おっちゃん騎士しか思いつかなかったんだ。
クリス　：それをちょっと若返らせてさあ。
シオン　：いや、ずいぶん雰囲気が違うんさ。若造が言っても「は？」っていうセリフにしかな

らなくて。おっちゃんが言わないとかっこつかないセリフばっかや。
ライゼル：えーと、とりあえず「行き先はわかっているんですね？」
ＧＭ　　：「はい」と言いますね。
ライゼル：「じゃあ行きましょう。その代わりに、あなたは必ず生きて帰らなければいけませ

んよ。あなたの帰りを望んでいる人はあなただけじゃない。いっぱいいるんですから
」

ＧＭ　　：「わかりました。でも私も行かせてください。私だってシャードを持っています。微
力ながら力になります。お願いします」

ライゼル：「ここで止めてもムダでしょ」
ＧＭ　　：そうすると、ミカが「あそこまでソフィーさんが言っているんだからさ、行かせてあ

げてよ」と言いますね。まだクエスターでもない野郎が。
レキ　　：「お前は黙っていろ」（笑）
シオン　：みんなで思っていること。——お前がゆうな。
ＧＭ　　：そのムードに気がついたミカは「はーい」と。
シオン　：じゃ、最後に言いましょうか。——「行こう。僕たちの希望を取り戻しに！」
クリス　：おお、シオンらしい。
シオン　：青臭いセリフで締めておかないとやばいなと思って。
ＧＭ　　：じゃ、これで今日は終了させていただきます。
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